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　　７月２日、四街道総合公園多目的７月２日、四街道総合公園多目的
広場で第 43 回印旛支部消防操法大広場で第 43 回印旛支部消防操法大
会が開催されました。会が開催されました。
　町代表として、小型ポンプの部　町代表として、小型ポンプの部
に、第４分団第３部（西、布太、南、に、第４分団第３部（西、布太、南、
曽根）が出場し、日頃の訓練成果を曽根）が出場し、日頃の訓練成果を
遺憾なく発揮し健闘しました。遺憾なく発揮し健闘しました。



2令和５年８月 １ 日

空き家の問題とは？
理由は ･･･
◯家に思い入れがあり処分に踏み切れない　　　◯一人暮らししていた親が亡くなり実家を相続
◯所有者が施設へ入所し管理する人がいない　　◯遺品が整理できない　など

空き家の状態が長期化

■ご近所の迷惑となります

■所有者にも不利益が生じます

　空き家の管理不全が原因で損害が発生した場合、多額の賠償金を
請求される可能性があります。
◎火災による隣家の全焼や外壁材など
　の落下による死亡事故
　〔参考〕日本住宅総合センターによる損害賠償額の試算例

6,000 千万円以上の
賠償額となることも…

損害賠償に発展する場合もあります
　周辺に著しい影響を及ぼす「特
定空家等」に該当し「勧告」を受
けた場合には、敷地の固定資産税
が約６倍になる可能性があります。

固定資産税が高くなります

今からできることは？
実家は両親が住まなくなった
から空き家になるけど、誰が
管理するのかな？
家財は誰が整理するのかな ?
取り壊してもいいのかな？

私たちにもしものことがあ
ったとき、この家は誰が引
き継ぐのかな。子どもたち
の間でもめ事にならないか
心配だな。

いつか私たちが住まなくなっ
たときに子どもたちが困らな
いように、この家の将来につ
いて、お盆に家族が集まるか
ら話し合ってみよう。

親に相談の話をするのは気
まずいと思っていたけど、
長い老後を安心してもらう
ためにも、元気なうちに話
さないとね。

元気なうちに話し合いを元気なうちに話し合いを

元気なうちに自宅や実家の
これからのことを家族で話し合いをしましょう！

問合せ　都市建設課都市計画室　 33‑7711
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具体的な準備を進めましょう

栄町空き家バンク
町内に空き家を所有し、売却や賃貸をお考えの方、空き家バンクに登録しませんか？

　これまでに 46 件（賃貸 20 件・売買 26 件）の取引が成立しています。
　栄町へ移住を希望される方や仕事で引っ越してくる方、子どもの成長で引っ越しし
たい方など、空き家を求めている方がいます。ぜひ登録のご検討を !　
〇空き家バンクとは・・・
　空き家の所有者が、その物件の有効活用を目的に、物件情報を登録します。
　その情報を見て、借りたい、買いたいという希望者と所有者との橋渡しを『栄町・
千葉県宅地建物取引業協会印旛支部』が連携して行う制度です。

■空き家バンクに物件登録すると空き家バンク登録者支援金として２万円を支給

専門家の話を聞きましょう

家財の整理をしましょう

町内にある空き家の有効活用の
促進を目的として、「不動産相
談会」を毎月第３火曜日に、千
葉県宅地建物取引業協会印旛支
部の相談員が無料で対応してい
ますので、ぜひご利用ください。
８月 15 日㈫に開催します。

家の中の不要なものを処分する
ことで、老後の生活を快適に送
ることができます。もしもの時
も、家族が円滑に引き継ぐこと
ができます。

資産の状況を確認しましょう

今後の方針を記しておきましょう

誰の名義になっているか、土地
の測量が済んでいるか、取引価
格や相続税はいくらかなどを確
認しておくことが、今後の見通
しを立てることに役立ちます。

自宅に関する意向について、エ
ンディングノートに記入するこ
とや、遺言書を作成することで、
資産の継承などをスムーズに進
めることができます。

登記事項

証明書

栄町空き家バンク

問合せ　企画財政課定住移住推進班　 33-7773
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遊
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農
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農
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の
調
査
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ご
協

力
く
だ
さ
い
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だ
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ビ
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と

印
鑑
証
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を
取
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で
き
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鑑
証
明
を
取
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き
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マ
イ
ナ
ポ
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ン
ト

マ
イ
ナ
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イ
ン
ト

申
込
み
支
援
を
実
施
中

申
込
み
支
援
を
実
施
中

栄町は定住・移住を推進しています栄町は定住・移住を推進しています
　栄町に住んでいただくため、町では定住・移住に関するさまざまな支援制度に取組んでい
ます。町外にお住まいのご家族や、お知り合いの方へ、ぜひ紹介してください。
※いずれの制度も条件がありますので、事前にお問い合わせください。

問合せ　企画財政課　定住移住推進班　 33-7773

移住者子ども加算金
　町外から転入してきた方で、中学生以下の
子どもがいる世帯には 1 人目から 1 人につき

10 万円を交付します！
※アパート・貸家などの場合には、３回に分割

して交付します。
【例】
　転入者で住宅を取得し、中学生以下の子ども
が２人いる場合は、
　20万円＋（記念品）+20万円=40万円＋（記念品）

　医師、看護師（保健師、助産師を含む）また
は保育士の資格を有し、病院、診療所や町内の
保育所などに勤務する方が栄町に転入した場
合、支援金を交付します。

区　分 保育士 看護師 医師
戸建て住宅を新築
または購入の場合 20 万円 20 万円 50 万円

アパートなどに
引っ越した場合 10 万円 10 万円 25 万円

医療職・保育士転入者支援金

定住・移住奨励金
○町外から転入し住宅を取得した方に
20万円＋記念品（５万円分）を贈呈！

○町内の方が住宅を取得した場合
５万円を交付します！

○町内の方が既存住宅を建替えた場合
　（解体撤去し住宅を取得した場合）
10 万円を交付します！

　栄町に転入し、在宅勤務をする方に
５万円の応援金を交付します。

在宅勤務転入者応援金
　町ホームページ
◀定住・子育て等
　支援メニュー

最大最大
　30万円　30万円

　１年以上、町外に転出してい
たお子さんが、長期にわたり親
と同居または町内に住むことに
なった場合、親に支援金を交付
します。

U ターン同居・近居支援金

①単身の場合 ８万円（高校生以下の者は除く）
②単身者と中学生以下の子どもが一緒の場合 20 万円
③配偶者と一緒の場合 20 万円
④配偶者と中学生以下の子どもが一緒の場合 30 万円
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０
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テ
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テ
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懇
談
室

町
長
懇
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５
人
以
下
の
町
内
の
団
体
な
ど

（
町
内
在
住
者
）

申
込
み

　

８
月
９
日
㈬
ま
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に
申
込
書

を
提
出
。
３
組
（
先
着
順
）

日　

時

　

８
月
23
日
㈬

　

14
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で

　
（
１
組
30
分
程
度
）

会　

場　

　

役
場
３
階
第
２
会
議
室

問
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せ
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画
財
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33-

７
７
７
３

　

町
で
は
、
住
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
誰
も
が
住
み
続
け

た
い
と
思
う
地
域
づ
く
り
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け
て
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画
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策
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。

募
集
資
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◯
年
齢
が
満
18
歳
以
上
の
方

◯
町
内
に
住
所
を
有
し
、
地
域

福
祉
に
関
心
の
あ
る
方

募
集
人
数　

　

１
名

委
員
会
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開
催　

　

年
３
回
程
度
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考
方
法

　

書
類
審
査

選
考
結
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応
募
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文
書
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お
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ま
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。
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募
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込
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８
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を
せ
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自
ら
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再
開
も
行
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を
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な
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と
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は
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の
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が
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。
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と
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以
前
耕
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い
た
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地

で
、過
去
１
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以
上
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付
け（
栽

培
）
せ
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、
こ
の
数
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の
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に

再
び
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付
け
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な
い

農
地
の
こ
と
で
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。

問
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の
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力
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だ
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い

力
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だ
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マ
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ン
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ー
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を
利

用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

明
書
を
取
得
で
き
ま
す
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案
内
画
面
を
見
な
が
ら
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
の
操
作
だ
け
で
、
申
請

書
の
記
入
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

早
朝
や
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、
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で
も
、

全
国
の
コ
ン
ビ
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エ
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ア
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取
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ま
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。

取
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０
０
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◯
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０
０
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〇
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始
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テ
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コ
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３
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。
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な
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に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

お
早
め
に
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を
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を
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を
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！

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
の
操
作
な
ど
に
不
慣
れ
な
方

の
た
め
に
、
役
場
住
民
課
窓
口

で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

の
４
桁
の
パ
ス
ワ
ー
ド
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
取

時
に
設
定
）

③
ご
本
人
名
義
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
Ｉ
Ｄ

と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ド

④
ご
本
人
名
義
の
口
座
情
報
の

わ
か
る
も
の
（
預
金
通
帳
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
）

お
越
し
に
な
る
前
に

◯
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
申
し
込

む
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

サ
ー
ビ
ス
を
決
め
た
う
え

で
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

◯
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー

ビ
ス
に
よ
っ
て
は
、
ご
自
身

で
事
前
の
登
録
手
続
き
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
登
録
手
続
き

後
に
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

申
込
み
支
援
を
実
施
中

申
込
み
支
援
を
実
施
中

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込

み
に
関
す
る
問
合
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　


０
１
２
０-

95-

０
１
７
８
※
通
話
料
無
料

平
日　

９
時
30
分
か
ら
20
時

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日　

午
前
９
時
30
分
か
ら
17
時
30
分

問
合
せ　

住
民
課
戸
籍
住
民
班　


33-

７
７
０
４

▲ 確 認 調 査 し て い る
　農業委員

所　

属　

福
祉
・
子
ど
も
課

職　

名　

主
事
補

性　

別　

女
性

年　

齢　

21
歳

処
分
年
月
日　

　

令
和
５
年
６
月
30
日

処
分
内
容

　

減
給
10
分
の
１
（
１
月
）

非
違
行
為
の
概
要
及
び
処
分
理
由

　

対
象
職
員
は
、
正
当
な
理
由

な
く
８
日
と
６
時
間
欠
勤
し
た
。

　

欠
勤
の
届
出
は
あ
っ
た
と
は

言
え
、
そ
の
理
由
は
正
当
で
あ

る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
当
該
欠

勤
は
職
務
に
専
念
す
る
義
務
に

反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、「
減
給
10
分
の
１

（
１
月
）」
の
懲
戒
処
分
が
相
当

で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
。

町
長
コ
メ
ン
ト

　

正
当
な
理
由
が
な
い
欠
勤
と

い
う
行
為
が
生
じ
た
こ
と
に
対

し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
損

な
う
も
の
と
な
り
ま
し
た
こ
と

を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
よ
う
な
事
態
が

二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
職

員
一
人
一
人
が
全
体
の
奉
仕
者

で
あ
る
こ
と
を
強
く
自
覚
す
る

よ
う
指
導
し
、
再
発
防
止
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
合
せ　

　

総
務
政
策
課
人
事
班

　


95-

１
１
１
１

職
員
を
懲
戒
処
分

職
員
を
懲
戒
処
分



6令和５年８月 １ 日

　

交
通
事
故
や
ケ
ン
カ
な
ど
第

三
者
（
加
害
者
）
の
行
為
で
ケ

ガ
を
し
た
と
き
に
、
国
民
健
康

保
険
を
使
っ
て
病
院
に
か
か
る

場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。

　

第
三
者
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
の

治
療
の
た
め
の
医
療
費
は
、
被

害
者
に
過
失
が
な
い
限
り
原
則

と
し
て
加
害
者
が
全
額
負
担
す

べ
き
も
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
国
民
健
康
保

険
を
利
用
し
て
治
療
を
受
け
た

場
合
、
第
三
者
が
負
担
す
べ
き

医
療
費
は
一
時
的
に
国
民
健
康

保
険
が
立
て
替
え
、
あ
と
で
国

民
健
康
保
険
か
ら
加
害
者
に
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
第
三
者
行
為
が

原
因
で
国
民
健
康
保
険
を
使
う

場
合
に
は
、
必
ず
事
前
に
住
民

課
国
保
年
金
班
へ
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
加
害
者
か
ら

治
療
費
を
受
け
取
っ
て
い
る
場

合
は
、
国
民
健
康
保
険
を
使
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
場
合
は
保
険
証
が
使
え
ま

せ
ん

◯
労
災
対
象
の
事
故
な
ど
雇
用

者
が
負
担
す
べ
き
も
の

◯
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
な

ど
の
法
令
違
反
に
よ
る
事

故
な
ど

問
合
せ

　

住
民
課
国
保
年
金
班

　


33-

７
７
０
６

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

令
和
５
年
９
月
か
ら
、「
令

和
５
年
秋
開
始
接
種
」
と
し
て

５
歳
以
上
の
全
て
の
方
を
対
象

に
接
種
を
行
い
ま
す
。

接
種
券
に
つ
い
て

　

５
歳
以
上
の
方
全
て
が
接
種

の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
接
種

券
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

郵
送
す
る
方

　

今
ま
で
に
交
付
し
た
接
種
券

を
使
用
し
て
接
種
を
完
了
し
て

い
る
方
は
、
対
象
と
な
る
期
間

を
あ
け
て
郵
送
し
ま
す
。

郵
送
し
な
い
方

　

以
前
接
種
券
が
送
ら
れ
て
い

て
、
接
種
を
し
て
い
な
い
方

は
、
そ
の
接
種
券
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
接
種
券
を
紛
失
ま
た

は
破
棄
し
て
し
ま
っ
た
方
は
役

場
１
階
３
番
窓
口
で
再
発
行
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
に
は
、
本
人
確
認
の
た
め
に

免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

接
種
体
制

　

個
別
接
種
を
中
心
に
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

北
総
栄
病
院
／
お
が
わ
内
科
／

後
藤
医
院
／
中
山
胃
腸
科
外
科
／

昭
苑
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
各
医
療
機
関
の
予
約
枠
に

は
、
限
り
が
あ
り
ま
す
。
予

約
が
取
れ
る
医
療
機
関
で

の
早
め
の
接
種
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

※
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
予

約
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
モ
デ
ル
ナ
社
オ
ミ
ク
ロ
ン
対
応

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
昭
苑
台
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
毎
週
土
曜
日
）

※
初
回
接
種
は
、
北
総
栄
病
院

　
（
火
曜
日
（
月
１
回
程
度
））

【
集
団
接
種
会
場
】

・
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
悠
遊
亭

※
悠
遊
亭
は
和
室
の
た
め
、
椅

子
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

畳
敷
き
の
た
め
靴
の
脱
ぎ

履
き
、
立
ち
座
り
の
動
作
が

あ
り
ま
す
。（
立
っ
て
待
つ

こ
と
は
、
可
能
で
す
。）

※
車
い
す
の
方
や
足
腰
が
心
配

な
方
は
、
北
総
栄
病
院
・
お

が
わ
内
科
で
の
接
種
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

※
令
和
５
年
春
開
始
接
種
は
、

８
月
末
で
終
了
と
な
り
ま

す
。
９
月
以
降
に
接
種
し
た

場
合
は
、
令
和
５
年
秋
開
始

接
種
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

【
小
児
接
種
】

　

５
歳
か
ら
11
歳
の
方
に
接
種

を
行
い
ま
す
。

初
回
接
種
（
１
・
２
回
目
）

令
和
５
年
秋
開
始
接
種

　

  

（
３
回
目
ま
た
は
４
回
目
）

接
種
券

　

適
切
な
間
隔
を
空
け
て
接
種

券
を
郵
送
し
ま
す
。

小
児
・
乳
幼
児
接
種

小
児
・
乳
幼
児
接
種

【
乳
幼
児
接
種
】

　

６
か
月
か
ら
４
歳
の
方
に
接

種
を
行
い
ま
す
。

初
回
接
種
（
１
～
３
回
目
）

※
接
種
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ

て
、
指
定
回
数
が
出
来
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
小
児
お
よ
び
乳
幼
児
接
種
で

き
る
医
療
機
関
】

・
後
藤
医
院

・
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院

【
予
約
枠
の
開
放
】

　

予
約
に
つ
い
て
は
、
医
療
機

関
と
の
調
整
な
ど
が
整
っ
た
順

に
、
速
や
か
に
予
約
枠
を
開
放

し
ま
す
。
そ
の
た
め
周
知
期
間

が
取
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
ご
自

身
（
ご
家
族
な
ど
の
ご
協
力
）

に
て
予
約
サ
イ
ト
や
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
で
ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

最
新
情
報
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
◀

予
約
・
問
合
せ　

　

栄
町
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

　

０
４
３-

２
２
３-

７
２
０
６

　

令
和
４
年
中
の
所
得
が
不
明

の
方
、
扶
養
認
否
が
確
認
で
き
な

い
方
な
ど
に
対
し
、
７
月
末
に
ハ

ガ
キ
で
申
告
を
お
願
い
す
る
通

知
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
県
民
税
の
申
告
は
、
税
額

計
算
の
基
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
申
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
所
得
に
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
税
や
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
の
算
定

の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
が
低
い
方(

世

帯)

は
、
軽
減
や
各
種
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課
住
民
税
班

　
　
　
　


33-

７
７
０
３

町
県
民
税
の
申
告

町
県
民
税
の
申
告

　

金
融
機
関
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
以
外
に
も
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
「
モ
バ
イ
ル
レ

ジ
ア
プ
リ
」
や
「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ

ｙ
」
な
ど
の
ア
プ
リ
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
24
時
間
い
つ
で
も

納
付
が
可
能
で
す
。

　

便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

佐
倉
県
税
事
務
所

　


０
４
３-

４
８
３-

１
１
１
４

個
人
事
業
税
の
第
１
期
分
の

個
人
事
業
税
の
第
１
期
分
の

納
期
限
は
、
８
月

納
期
限
は
、
８
月
3131
日
㈭
日
㈭



7 広報さかえ

　

こ
の
届
出
は
毎
年
受
給
者
の

所
得
や
受
給
資
格
な
ど
の
確
認

を
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
現

在
、
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
届
出
が
な
い
場
合
に
は
、
11

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安

定
と
自
立
の
促
進
お
よ
び
、
子

ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

受
付
期
限

　

８
月
31
日
㈭
ま
で

※
現
在
受
給
中
の
方
に
は
７
月 

　

末
に
案
内
文
を
郵
送
し
て
い

　

ま
す
。

対
象
者

　

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
（
あ
る
一
定
以
上
の
障

が
い
を
有
す
る
場
合
は
20
歳
未

満
）
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
る
父(

母)

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
の
支
給
に
あ
た
っ
て

は
、
手
当
を
受
け
る
本
人
や
扶

養
義
務
者(

同
居
の
直
系
血
族

お
よ
び
兄
弟
姉
妹)

の
所
得
な

ど
に
、
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　

33-

７
７
０
７

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出

現
況
届
の
提
出

　

こ
の
届
出
は
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
な
ど
を
受
け
て
い
る
方

の
所
得
や
受
給
資
格
な
ど
を
確

認
す
る
も
の
で
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
８

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
現
在
手

当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

８
月
10
日
㈭
か
ら

　

９
月
11
日
㈪
ま
で

対　

象

〇
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
、
知
的
お
よ
び
精
神
に

中
度
／
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

た
め
、
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
の
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方

〇
障
害
児
福
祉
手
当
／
特
別
障

　

害
者
手
当

　

身
体
、
知
的
お
よ
び
精
神
に

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

在
宅
で
の
生
活
に
お
い
て
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
方
（
手
当

に
よ
っ
て
該
当
に
な
る
障
が
い

の
程
度
が
異
な
り
ま
す
。）

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課
障
害
者
福
祉
班

　


33-

７
７
０
７

特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど

特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど

所
得
状
況
届
の
提
出

所
得
状
況
届
の
提
出

年
会
費

　

１
人
７
０
０
円

共
済
期
間

　

９
月
１
日
㈮
か
ら

　

令
和
６
年
８
月
31
日
㈯
ま
で

見
舞
金
の
対
象
と
な
る
事
故

　

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自

転
車
な
ど
に
よ
る
人
身
事
故
な

ど
で
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
か
ら
交
通
事
故
証
明
書
が

発
行
さ
れ
た
事
故

見
舞
金
の
額　
　

①
死
亡
見
舞
金
…
１
５
０
万
円

②
傷
害
見
舞
金
…(

入
院
・
通

　

院
の
実
日
数
に
応
じ
て)　

　

２
万
円
か
ら
50
万
円
ま
で

③
身
障
見
舞
金
…(

身
体
障
害

　

等
級
１
級
ま
た
は
２
級)

傷

　

害
見
舞
金
の
ほ
か
に
50
万
円

④
交
通
遺
児
見
舞
金
…
交
通
遺
児

　

１
人
に
つ
き
10
万
円

受
付
開
始
日

　

８
月
１
日
㈫
か
ら

交
通
災
害
共
済
の
加
入
者
募
集

交
通
災
害
共
済
の
加
入
者
募
集

万
が
一
の
事
故
に
備
え
ま
せ
ん
か

万
が
一
の
事
故
に
備
え
ま
せ
ん
か

申
込
み

　

世
帯
ご
と
に
加
入
申
込
書
に

会
費
を
添
え
て
住
民
課
窓
口
へ

○
加
入
申
込
書
は
、
行
政
回
覧

　

で
配
布
の
ほ
か
、
住
民
課
窓

　

口
に
あ
り
ま
す
。

○
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・
中

学
校
、
特
別
支
援
学
校
な
ど

で
、
す
で
に
集
団
加
入
し
て

い
る
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

○
申
込
期
間
が
過
ぎ
た
後
で
も

　

随
時
加
入
を
お
受
け
し
ま
す
。

○
申
込
み
の
際
は
、
お
つ
り
の

　

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

住
民
課
戸
籍
住
民
班

　


33-

７
７
０
４

　

千
葉
県
市
町
村

千
葉
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
利
益
を
目
的
と
し

な
い
住
民
相
互
の
共
済
制
度
で
、
公
共
団
体
が
運
営
し
て

い
ま
す
。

　

８
月
は
、
一
斉
加
入
推
進
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　

８
月
か
ら
使
用
で
き
る
中
学

３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
対
象

の
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給

券
」
は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
校
生
の
医
療
費
助

成
は
令
和
５
年
度
よ
り
受
給
券

に
変
わ
り
、
受
給
券
発
行
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。
対
象
者
に

は
、
７
月
中
旬
に
「
子
ど
も
医

療
費
受
給
資
格
認
定
申
請
書
」

を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
、
お
手
元
に
受
給
券
な

ど
が
届
い
て
い
な
い
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　

33-

７
７
０
７

子
ど
も
医
療
費
助
成

子
ど
も
医
療
費
助
成

受
給
券
の
更
新

受
給
券
の
更
新
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通
学
路
安
全
点
検
を
実
施

通
学
路
安
全
点
検
を
実
施

～
交
通
事
故
防
止
に
向
け
て
～

～
交
通
事
故
防
止
に
向
け
て
～

【
皆
様
に
お
願
い
】

〇
お
庭
の
垣
根
や
植
物
、
樹
木

な
ど
が
道
路
や
歩
道
、
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
上
に
出
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
児
童

生
徒
が
そ
れ
ら
を
避
け
よ

う
と
し
て
、
通
行
し
て
い
る

車
と
接
触
す
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。
定
期
的
な
確
認
と

剪
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
住
宅
街
の
道
路
は
歩
行
者
優

先
で
す
。
歩
行
者
が
い
る

場
合
、
最
徐
行
で
通
行
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
宅
街
の
交
差
点
で

は
一
時
停
止
が
義
務
で
な

い
場
所
で
も
、
す
ぐ
に
止
ま

れ
る
速
度
で
通
過
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

教
育
課
学
務
指
導
班

　


33-

７
７
１
６

　

栄
町
教
育
委
員
会
で
は
、
年

２
回
、
学
校
、
道
路
管
理
者
、

警
察
、
地
域
と
合
同
で
、
町
内

各
小
・
中
学
校
の
通
学
路
の
危

険
個
所
の
把
握
・
改
善
の
た
め

に
、
通
学
路
安
全
点
検
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
保
護
者
・
学
校
か
ら

あ
げ
ら
れ
て
い
た
危
険
個
所
を

点
検
し
、
今
後
の
対
応
策
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。
準
備
が

で
き
次
第
、
順
次
対
応
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
危
険
個
所
一

覧
や
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

町
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

酒
直
台
自
治
会
は
、
令
和
３

年
度
か
ら
自
主
防
災
会
内
に
「
防

犯
推
進
班
」
を
新
設
し
、
一
般

会
員
を
含
む
総
勢
30
名
６
班
か

ら
な
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を

結
成
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
地
域

内
を
週
に
２
回
か
ら
３
回
巡
回

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
防
犯
連
合
会
と

成
田
警
察
署
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
地
域
内
を
巡
回
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
酒
直
台
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
」
で
検
索
す
る
と
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ

　

く
ら
し
安
全
課
生
活
安
全
班

　


33-

７
７
１
０

酒
直
台

酒
直
台

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

▲町 HP

▲町 HP
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問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課
定
住
移
住
推
進
班

　
　
　
　

33-

７
７
１
９

①
「
空
き
巣
」
は
、
家
人
が
不

在
の
住
宅
に
侵
入
す
る
。

②
「
忍
込
み
」
は
、
家
人
が
就

寝
し
た
頃
を
見
計
ら
っ
て

侵
入
す
る
。

③
「
居
空
き
」
は
、
家
人
が
在

宅
中
、
食
事
な
ど
で
集
ま
っ

て
過
ご
し
て
い
る
時
に
侵

入
す
る
。

①
道
路
か
ら
見
え
に
く
い
位
置

に
出
入
口
や
窓
が
あ
る
。

②
高
い
塀
や
樹
木
に
よ
り
道
路

か
ら
の
死
角
が
多
い
。

③
公
園
や
駐
車
場
な
ど
、
誰
も

が
自
由
に
出
入
り
で
き
る

場
所
に
面
し
て
い
る
。

④
道
路
と
敷
地
内
に
仕
切
り
が

無
く
、
誰
も
が
自
由
に
出
入

り
で
き
る
。

⑤
住
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
が
塀
な
ど

か
ら
近
く
、
２
階
に
容
易
に

上
が
れ
る
。

⑥
敷
地
内
に
２
階
へ
の
足
場
と

な
る
脚
立
な
ど
が
、
見
え
る

場
所
に
置
か
れ
て
い
る
。

⑦
ご
近
所
付
き
合
い
が
な
い
。

⑧
郵
便
受
け
に
新
聞
が
た
ま
っ

て
い
る
な
ど
、
外
部
か
ら
不

在
が
知
ら
れ
て
し
ま
う
状

況
に
あ
る
。

①
在
宅
時
、
不
在
時
を
問
わ

ず
、
出
入
口
や
窓
は
施
錠
し

ま
し
ょ
う
。

②
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
わ
ず
か
な

時
間
で
も
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

③
１
つ
の
ド
ア
や
窓
に
補
助
錠

な
ど
鍵
を
２
つ
以
上
取
り

付
け
る
と
効
果
的
で
す
。

　

(

ワ
ン
ド
ア
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク)

④
窓
は
、
防
犯
ガ
ラ
ス
に
す
る

か
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り

付
け
た
り
、
頑
丈
な
面
格
子

を
取
り
付
け
た
り
し
ま
し

ょ
う
。

⑤
家
の
周
囲
に
侵
入
の
足
が
か

り
と
な
る
も
の(

空
き
箱
な

ど)

を
放
置
し
な
い
よ
う
に

し
、
室
外
機
な
ど
に
は
フ
ラ

ワ
ー
ポ
ッ
ト
を
置
く
な
ど

の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
庭
に
防
犯
砂
利
を
敷
く
と
、

歩
く
た
び
に
音
が
出
る
の

で
、
防
犯
に
効
果
的
で
す
。

⑦
防
犯
カ
メ
ラ
や
防
犯
ア
ラ
ー

ム
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
な
ど

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
の
防

止
に
効
果
的
で
す
が
、
個
人
宅

に
設
置
す
る
場
合
な
ど
は
、
近

隣
の
方
々
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
し
て
、
個
人
の
住
居
な
ど

私
的
な
空
間
が
映
り
込
ま
な
い

よ
う
、
カ
メ
ラ
の
高
さ
や
角
度

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

不
在
と
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る

　

旅
行
な
ど
長
期
で
不
在
に
す

る
際
は
、
新
聞
や
郵
便
物
を
止

め
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

見
通
し
の
改
善

　

泥
棒
が
身
を
隠
せ
な
い
よ
う
、

塀
や
植
木
な
ど
は
見
通
し
が
き

く
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

貴
重
品
の
保
管

①
多
額
の
現
金
を
家
に
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
通
帳
や
貴
金
属
の
ほ
か
、
パ

ス
ポ
ー
ト
や
健
康
保
険
証

な
ど
の
保
管
場
所
を
工
夫

し
ま
し
ょ
う
。

近
隣
と
の
連
携

　

ご
近
所
同
士
あ
い
さ
つ
を

し
、
旅
行
な
ど
の
時
は
、
ご
近

所
に
声
を
か
け
て
出
か
け
ま

し
ょ
う
。

 

相
談
窓
口

　

成
田
警
察
署

　

27-

０
１
１
０

　

印
西
警
察
署

　

42-

０
１
１
０

問
合
せ

　

く
ら
し
安
全
課
生
活
安
全
班

　

33-

７
７
１
０

千葉県の犯罪発生状況
　令和４年中に千葉県内で発生した犯罪件数は 32,728 件でした。この
内、窃盗犯は全体の 7 割以上（24,087 件）であり、窃盗犯の手口の中
で、時として強盗等の凶悪事件に発展する恐れがある侵入窃盗事件は
2,656 件でした。また、町内でも５件の侵入窃盗事件が発生しています。

侵
入
窃
盗
の
主
な
手
口

侵
入
窃
盗
の
主
な
手
口

狙
わ
れ
や
す
い
住
宅
・
環
境

狙
わ
れ
や
す
い
住
宅
・
環
境

侵
入
防
止
対
策

侵
入
防
止
対
策

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
注
意
点

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
注
意
点

防犯情報防犯情報
不審者侵入と財産強盗に警戒を！不審者侵入と財産強盗に警戒を！
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▲ドラムの里 HP

今月の休館日

  ７日㈪・14 日㈪
21 日㈪・28 日㈪

　コスプレの館では、房総のむら主催の『むらの縁日・夕涼
み (P16 参照）』に合わせて開館時間を延長して「ゆかたま
つり」を開催します。
　ドラム自然楽校の参加児童による手作り竹灯ろうのライト
アップ、体験型クラフトショップ、メダカの販売、フリーマ
ーケット、キッチンカーの他、天然水のかき氷の販売も。ゆ
かたを着て楽しい時間を過ごしましょう。
　「ゆかたまつり」期間中は、浴衣を通常貸し出し 2,000 円
のところ、どなたでも 1,000 円で体験できます。

開催日　８月 19 日㈯・20 日㈰　２日間限定イベント
〇手づくりゲーム　水鉄砲で射的
　（条件クリアでラムネを１本プレゼント）　
〇駄菓子掴み取り　
〇とうもろこしの特売
　地元農家さんの新鮮旬野菜も多数取り揃えております。
　皆様のご来店心よりお待ちしております。

　

龍の産直館情報龍の産直館情報 夏の思い出作ろう！

５５８ ６６㊏ ㊐／

９９時～時～ 2020時時

夏の風物詩！夏の風物詩！

　　　　ドラムの里「ゆかたまつり
」ドラムの里「ゆかたまつり」

SAKAE リバーサイド・フェスティバル開催決定

　秋の夜空を盛大な花火で彩れるよう皆様のご
協力をお願いします。

○募金箱設置箇所
　役場１階受付
　ふれあいプラザさかえ１階受付
　ドラムの里　（コスプレの館・龍の産直館）
　町内のコンビニエンスストア
　とれたて産直館栄店　など
　※協賛金
　　（法人１口5,000 円／個人1 口3,000 円）も
　　随時募集しています。
　
問合せ　SAKAE リバーサイド・フェスティバル
　　　　実行委員会事務局
　　　　（打ち上げ花火担当）
　　　　企画財政課　 33-7773

打ち上げ花火の打ち上げ花火の
募金・協賛金のお願い募金・協賛金のお願い

日　時　10 月21 日㈯　19 時から　
　　　　※打ち上げ時間は20 分程度を予定
会　場　町民Ｃグラウンド駐車場
　　　　（栄町消防署下）　

　８月に開催していた SAKAE リバーサイ
ド・フェスティバルは、10 月 21 日㈯に産業
祭りと同時開催となりました。詳細は、広報
さかえ 10 月号などでお知らせします。
問合せ　経済環境課商工観光班
　　　　 33-7713

打ち上げ花火
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第９回さかえ市民ミュージカル公演第９回さかえ市民ミュージカル公演
さかえまち昔話「布鎌惣社水神伝説」さかえまち昔話「布鎌惣社水神伝説」

～白馬に乗った女神さま～～白馬に乗った女神さま～
自然のいのちの感動と幸せを自然のいのちの感動と幸せを

～大人も子どもも心踊る吹奏楽の世界～

栄町吹奏楽団栄町吹奏楽団
ドラムウィンドアンサンブルによるドラムウィンドアンサンブルによる
第３回龍夢サマーコンサート第３回龍夢サマーコンサート

　大人から子どもまでみんなが知っているあの
音楽「新時代」・「ピースサイン」・「夏まつり」・

「銀河鉄道 999」などで、一緒に体を動かしな
がら楽しもう！

６６８ ㊐／

1313
８

㊐／

会　場　ふれあいプラザさかえ文化ホール
前売券　小・中学生　500 円
　　　　一　般　　1,500 円
　　　　※当日券は 200 円増　障がい者割引有
チケット販売　ふれあいプラザさかえ
主　催　さかえ市民みゅーじかるの会
共　催　栄町・栄町教育委員会
後　援　栄町商工会・社会福祉法人栄町社会福祉協議会
問合せ　宇多　 090-1215-0787
　　　　生涯学習課社会教育班　 95-1112

会　場　ふれあいプラザさかえ文化ホール
主　催　栄町教育委員会
問合せ　生涯学習課社会教育班　 95-1112

昼の部　開演 13 時
夜の部　開演 17 時

開場　13 時 30 分
開演　14 時
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今月の新刊

令和５年８月 １ 日

ふれプラ図書室からのご案内
開室時間　９時から 17 時まで
問  合  せ　生涯学習課　　 95-1112

Bookmarks
『お探し本は図書室まで』

▲図書室
QR コードインターネットでの利用がより便利になりました！インターネットでの利用がより便利になりました！

墨のゆらめき
三浦しをん／著　新潮社

老舗ホテル勤務の続力（つづきちか
ら）は筆耕係として宛名書きを引き
受けた書家の遠田薫を訪ねたところ
副業の手紙の代筆を手伝うはめに。
続は遠田と接するうち、文字が放つ
きらめきに魅入られていく…。

その森に足を踏み入れると《ヨモツ
イクサ》の生け贄となる。北海道旭
川に《黄泉の森》と呼ばれ地元の人々
が決して踏み入れない山があった。
大手ホテル会社が開発しようとする
と…戦慄のバイオ・ホラー。

ヨモツイクサ
知念実希人／著　双葉社

神田川病院の“金髪女医”太田香織
と看護師・松坂マリ江はひょんなこ
とから女子刑務所に派遣される。当
初は受刑者との距離を感じていたが
同僚から授かった不思議な聴診器を
胸に当てると切実な事情が…。

懲役病棟
垣谷美雨／著　小学館

　図書室のインターネットサービスに新たなサービスが追加されました。
新規でサービスを利用するためには、利用カードを作成し、パスワードを
登録する必要があります。詳細は図書室までお問い合わせください。
　新図書室インターネットサービス　https://opac.libcloud.jp/sakae/
　※検索手順：ふれあいプラザさかえ→図書室検索

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
内

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
（
図

書
室
、
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
な
ど
）

が
あ
り
ま
す
。
普
段
は
な
か
な

か
行
か
な
い
場
所
を
回
っ
て
、

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
の
魅

力
を
再
発
見
し
よ
う
。

　

ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
お
子
さ

ん
に
は
、
水
ヨ
ー
ヨ
ー
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。

日　

時　

　

８
月
11
日
㈮

　

９
時
か
ら
11
時

　

13
時
か
ら
14
時
30
分

対　

象　

　

未
就
学
の
お
子
さ
ん

※
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
ご
参

　

加
く
だ
さ
い
。

定　

員　

　

各
先
着
１
５
０
人

会　

場

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

※
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
カ
ー
ド

は
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か

え
１
階
ロ
ビ
ー
で
配
布
。

問
合
せ

　

子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　


37-

７
１
８
５

夏
休
み
特
別
企
画

夏
休
み
特
別
企
画

ふ
れ
プ
ラ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ふ
れ
プ
ラ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

図書室インターネットサービス図書室インターネットサービス
　NEW 〇本の予約　〇借りている本の延長　
　NEW ●利用者カードをスマホで提示可能
　NEW ●予約確保（ご自身の順番が来た）の連絡をメールで受信　※メール登録が必要となります。
　NEW ●読んだ本を管理できる本棚機能　
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　地域密着型とは、栄町に住んでいる方だけが利用でき、住み慣れた地域で介護サービスを受け
ながら家族や知人と過ごしていただけるよう整備されたサービスです。
　また、認知症専門の介護施設なので、介護保険の要支援２と要介護の認定を受けている方が利
用できます。
　遠方の介護施設に入所されると、家族などは面会に行きづらくなりますが、地域密着型は同じ
地域に住み続けられるので、縁が切れることがなく安心です。

知っていますか？地域密着型サービス
「認知症対応型グループホームひばりの里」

わたしのまちの介護保険サービス③ 　町では、介護の困りごとなどを相談できる
場所として、介護保険サービスを提供してい
る介護事業所などを紹介していきます。

　ひばりの里の特徴は、定員が９名の小規模施設だと
いうことです。定員が少ないので、食事の準備や散歩、
園芸などに参加してもらうなど家庭的な介護を目指し
ており、きめ細やかなサービスを受けることが出来ま
す。また、全室個室なので自分のペースで過ごされた
い方にも向いています。
　認知症でお困りの方は相談や見学も受け付けており
ます。抱え込まず相談に来てみませんか？
連絡先　グループホームひばりの里　 95-6451
住　所　安食 2421
問合せ　健康介護課地域包括支援班・介護総務班
　　　　 33-7709

　

介
護
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
、
介
護
職
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

資
格
（
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２

級
）
で
す
。

日　

時　

９
月
12
日
㈫
か
ら　

　
　
　
　

11
月
１
日
㈬
ま
で

　
　

毎
週
火
・
水
・
金
曜
日

　
　

９
時
30
分
か
ら
18
時
頃
ま
で

会　

場　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ

か
え
３
階
視
聴
覚
室
ほ
か

対
象
者　

18
歳
以
上
の
方
で
介

護
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

　

た
だ
し
、
応
募
多
数
の
場
合

は
、
次
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

①
栄
町
在
住
の
方

②
栄
町
の
医
療
・
介
護
施
設
に

　

勤
務
し
て
い
る
方

③
栄
町
の
医
療
・
介
護
施
設
に

　

勤
務
予
定
の
方

費　

用

　

受
講
料
２
０
，
０
０
０
円

　

テ
キ
ス
ト
代
７
，
０
０
０
円
程
度

※
受
講
料
は
申
込
時
、
テ
キ
ス

ト
代
は
開
講
式
当
日
に
集

金
し
ま
す
。

定　

員　

12
人

申
込
み　

　

事
前
に
電
話
予
約
の
う
え
、

８
月
28
日
㈪
ま
で
に
受
講
料
を

添
え
て
、
栄
町
健
康
介
護
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

健
康
介
護
課
地
域
包
括
支
援
班

　


33-

７
７
０
９

介
護
職
員
初
任
者
研
修

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
生
の
募
集

受
講
生
の
募
集

定
期
救
命
講
習
を
開
催

定
期
救
命
講
習
を
開
催

　

い
ざ
と
い
う
時
、
あ
な
た
の

大
切
な
家
族
や
友
人
の
命
を
救

う
た
め
に
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

９
月
10
日
㈰

　
　
　
　

９
時
か
ら
12
時
ま
で

会　

場　

栄
町
消
防
署

内　

容　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
　
（
成
人
に
対
す
る
方
法
）

対
象
者　

町
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
の
中
学
生
以
上
の
方

定　

員　

10
名

参
加
費　

無
料

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装
お

　

よ
び
靴

申
込
み　

９
月
２
日
㈯
ま
で
に

　

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

消
防
総
務
課
警
防
班　
　

　

95
‐
８
９
８
２ ▲普通救命講習

　QR コード



14令和５年８月 １ 日

　印旛郡市 PTA バレーボール大会で栄町が準優勝！

　第 43 回千葉県スポーツ少年団　
　ミニバスケットボール大会　絆ＭＢＣ優勝！！

　６月 17 日に開催された第 41 回印旛郡市ＰＴＡバレ
ーボール大会で、安食台小・栄中の混合チームが栄町代
表として出場し、見事準優勝に輝きました。
おめでとうございました。
　栄町チームは 11 月に行われる県大会に出場する予定
です。県大会での活躍を期待しましょう！

問合せ　生涯学習課スポーツ振興班　
　　　　　　　　　 95-1112

　栄町スポーツ少年団の絆ＭＢＣは、６月 11 日の布鎌
小学校体育館での予選を勝ち抜き 17・18 日に南房総市
富浦体育館で行われた決勝トーナメントを制し、見事優
勝を飾りました。
おめでとうございました。
　なお、千葉県代表として７月 28 日から 30 日まで東
京都八王子市で行われた第 42 回関東ブロックスポーツ
少年団競技別交流大会・女子バスケットボールの部に出
場しました。

問合せ　生涯学習課スポーツ振興班　
　　　　　　　　 95-1112
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　７月３日に、「社会を明るくする運動」が行われました。
　この運動は、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの立
ち直りについて理解を深め、犯罪や非行のない明るい社会を
築くための全国的な運動です。
　町では、橋本町長を実行委員長として、保護司会および更
生保護女性会が力を合わせて取り組んでいます。

　藤本武弘育英会より楽器が寄贈されました

　犯罪や非行防止を啓発～社会を明るくする運動～

　藤本武弘育英会より栄中学校に楽器（コンサートトムトム
やＭＩＤＩデータプレイヤー）が寄贈されました。
　同財団は、教育研究活動への助成を目的として事業活動を
行っており、毎年、栄中学校に楽器や教材を寄附してくださ
っています。
　７月 13 日、理事長である藤本光弘氏が来庁され、町長・
教育長同席の中、目録の贈呈式が行われました。
　町長は「毎年寄付していただき大変感謝しています。（寄
贈された楽器は）なかなか購入する機会がないので、こうい
った寄附は非常にありがたい。大切に活用させていただきま
す。」とお礼の言葉を述べました。

問合せ　教育課学務指導班　
　　　　　　　　 33-7716

　６月 24 日に坂田ヶ池総合公園で５・６年生を対象にデイ
キャンプが行われました。
　初めに危険予知トレーニングを行い、飯盒炊飯やカレー作
り、竹あかり作りを体験しました。
　違う学校に通う子ども達がさまざまな体験を通して、協調
性やチームワークの大切さを学ぶ場となりました。

問合せ　生涯学習課社会教育班　
　　　　　　　　 95-1112

　ドラム自然楽校デイキャンプを開催しました

　当日は、マルエツ、ナリタヤ、安食駅前で、
橋本町長および中澤社会福祉協議会長とい
っしょに街頭啓発を行いました。

問合せ　福祉・子ども課福祉総務班　
　　　　　　　　 33-7707

▲コンサートトムトム

◀街頭啓発の様子

▲橋本町長と藤本氏

　印旛地域男女共同参画地域セミナーで活動報告
　印旛地域での農業・農村における男女共同参画社会の実現
に向けて、７月 14 日に印旛合同庁舎で地域セミナーが開催
されました。
　町から、農業委員の朝倉友子さんが「農業委員としてのこ
れまでの活動の紹介と、今後、女性が農業委員などの社会活
動に参画し活躍するために必要なこと」と題して、発表され
ました。

問合せ　農業委員会　
　　　　　　　　 33-7713



16令和５年８月 １ 日

今月の休館日

　　　

▲むらの縁日・夕涼み　金魚すくい

●
む
ら
の
縁
日
・
夕
涼
み
　
８
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰　

　

開
館
時
間　

９
時
か
ら
20
時

　
「
涼
む
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
中
は
夏
に
ち
な
ん
だ
製
作
体

験
な
ど
を
行
い
、
夕
方
か
ら
は
縁
日
の
賑
わ
い
や
夕
涼
み
の

雰
囲
気
を
楽
し
め
ま
す
。
16
時
30
分
以
降
の
入
場
料(

高
校

生
以
上)

は
１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
浴
衣
・
甚
平
の
方
は

入
場
無
料
で
す
。　

※
当
日
は
開
館
時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
体
験
】

●
竹
の
水
鉄
砲
　
８
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰

　

真
竹
の
筒
を
作
り
、
先
に
小
さ
な
孔
を
開
け
、
篠
竹
の
芯

棒
に
布
を
巻
き
付
け
て
水
を
押
し
出
す
鉄
砲
を
作
り
ま
す
。

小
学
生
以
上
対
象
。
小
学
３
年
生
以
下
は
引
率
者
の
補
助
が

必
要
で
す
。

●
竹
の
ぶ
ん
ぶ
ん
蝉
　
８
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰

　

真
竹
の
筒
に
細
工
を
し
、
松
ヤ
ニ
を
塗
っ
た
竹
の
棒
に

引
っ
掛
け
て
回
し
、
ぶ
ん
ぶ
ん
鳴
ら
し
て
遊
び
ま
す
。
小
学

生
以
上
対
象
。
小
学
３
年
生
以
下
は
引
率
者
の
補
助
が
必
要

で
す
。

●
そ
ば
が
き
　
８
月
23
日
㈬
か
ら
27
日
㈰
、
29
日
㈫
、
30
日
㈬

　

そ
ば
粉
に
熱
湯
を
加
え
て
練
り
上
げ
、
団
子
に
し
た
も
の

を
茹
で
て
砂
糖
醬
油
ま
た
は
わ
さ
び
醬
油
で
食
べ
ま
す
。
そ

ば
切
り
に
は
な
い
、
独
特
の
風
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
５
歳
以
上
対
象
。
小
学
生
以
下
は
引
率
者
の
補
助
が
必

要
で
す
。

●
藍
の
う
つ
し
染
　
８
月
11
日
㈮
㊗
か
ら
13
日
㈰
　

　
房
総
の
む
ら
で
育
て
た
藍
の
生
葉
を
絹
の
コ
ー
ス
タ
ー
の

上
に
置
き
、
た
た
い
て
染
め
付
け
ま
す
。
葉
の
形
が
そ
の
ま

ま
写
し
出
さ
れ
、
額
に
入
れ
れ
ば
す
て
き
な
飾
り
に
な
り
ま

す
。
新
鮮
な
藍
の
生
葉
が
使
用
で
き
る
、
こ
の
時
期
の
み
の

演
目
で
す
。
小
学
１
年
生
以
下
は
引
率
者
の
補
助
が
必
要
で
す
。

●
大
珠
作
り
　
８
月
11
日
㈮
㊗

　

大
型
の
滑
石
を
削
り
、
磨
い
て
縄
文
時
代
の
大
珠
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。
ひ
も
で
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
す
。
小
学
５
年
生
以
上
対
象
。
水
を
使
い
ま
す
。
汚
れ

て
も
い
い
服
装
で
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※「先人たちの足跡」の特集を、今月号はお休みします。

▲白鳳道を歩く様子

▲龍橙腰掛の松　ガイドの様子

　
６
月
24
日
に
、
の
ら
里
く
ら
里
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
17
名
は
、出
発
前
に
ド
ラ
ム
君
健
康
づ
く
り
体
操
を
行
い
、

岩
屋
古
墳
や
龍
神
の
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
文
化
財
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
ガ
イ
ド
の
も
と
、
龍
角
寺
の
七
不
思
議
が
伝
わ
る
場
所
を
め
ぐ

り
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
み
そ
岩
屋
古
墳
や
岩
屋
古
墳
に
は
、
三
ケ
の
岩
屋
と
い
う

七
不
思
議
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
石
室
に
は
隠
れ
座
頭
が
暮
ら
し
て
い
て
、

近
く
の
村
人
は
、
冠
婚
葬
祭
の
際
に
隠
れ
座
頭
か
ら
お
椀
を
借
り
て
い
た
の

で
す
が
、
一
度
返
し
忘
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
以
来
、
貸
し
て
く
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
お
話
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
時
の
お
椀
が
一
膳
、

龍
角
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
と
昔
で
は
、
多
く
の
と
こ
ろ
で
景
色
が
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
七
不
思
議
の
伝
わ
る
龍
角
寺
の
ま
わ
り
に
は
、
か
つ
て
の
趣
の
あ
る
景

色
が
ま
だ
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
物
語
を
聴
き
、
昔
の
情
景
を
想
像

し
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
非
常
に
味
わ
い
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
　
　
　


95-

１
１
１
２

７日㈪・14 日㈪
21 日㈪・28 日㈪

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
龍
角
寺
の
七
不
思
議
を
再
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体験したこと
一部を忘れる

例）朝ごはんのメニュー
すべてを忘れている

例）朝ごはんを食べたこと自体

物忘れの自覚 ある ない

日常生活への支障 ない ある

症状の進行 徐々にしか進行しない 進行が早い

●材料　２人分　
　鯖缶１缶　トマト１個　ねぎ 15 ｇ　大根４cm　
　ポン酢大さじ１と１／３   　
●作り方
①トマトを食べやすい大きさに切り、ねぎを千切りにする。

「鯖缶とトマトのおろしポン酢」
　　　～青魚で認知症予防～

問合せ　健康介護課地域包括支援班　 33-7709

知っておきたい認知症の基本

　「認知症」とは、様々な脳の病気により、脳の働きが悪くなり、認知機能（記憶、判断
力など）が低下して、日常生活に支障をきたした状態のことです。
　年をとれば誰でも、思い出したいことがすぐに思い出せなかったり、新しいことを覚え
るのが困難になったりしますが、「加齢による物忘れ」と「認知症」とは違います。

　大根をおろす。
②鯖缶の水を切り、器に入れる。トマトを盛り、大根おろし
　をかける。
③ポン酢をかけ、ねぎを盛り付ける。
１人分エネルギー：197 キロカロリー　食塩：1.7 ｇ　
●鯖やサンマなどの青魚には、不飽和脂肪酸の DHA や EPA が多く含まれ、記
　憶力向上、認知症予防に役立ちます。青魚を活用して、認知症を予防しましょう。

加齢による物忘れ

認知症予防の４つのポイント

認知症とは

①積極的に人と交流したり、趣味、社会活動に参加してみましょう
　　脳の血流がよくなる方法は、運動以外では誰かとコミュニケーションをとることです。でき
　れば、直接会って話すと効果的です。相手の表情や仕草、言葉から相手が何を伝えたいかをく
　み取り、相手にどのように返せばいいのかをよく考えるため、脳が活発に働きます。
②適度な運動をして、血流をよくしましょう
　　運動は脳だけでなく、全身の血流をよくしてくれます。血流がよくなることで、老廃物を流
　す効果が得られます。また、すでに発症した認知症の進行を抑制する効果もあります。
③バランスのとれた食生活をしましょう
　　塩分・糖分・油分を控えて高血圧症、脂質異常症、糖尿病を予防することが大切です。アル
　コールを毎日たくさん飲むと、アルコール性の認知症になることもあります。節度ある適度な
　飲酒が大切です。
④健診を定期的に受けて、健康管理を行いましょう
　　生活習慣病は、認知症の原因となる病気を引き起こす大きな要因です。高血圧症、脂質異常
　症、糖尿病などは、脳血管にダメージを与えてしまいます。

【認知症かな？と思ったら】
　　認知症の早期診断・早期治療のために、自分や家族・友人などについて「認知症かな？」と
　思ったら、一人で悩まず相談しましょう。気軽に相談できる場所として、18 日㈮に「オレン
ジサロンさかえ」を開催いたします。詳しくは 23 ページをご覧下さい。

認知症による物忘れ
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健　診　名 月　日 会　場 問合せ 対　象　者 内　容

３・４か月乳児相談 　８月８日㈫ キッズランド
子育て包括

支援センター

令和５年３月／
４月生まれの子

医師診察／身体測定／育児相談
／ブックスタート

２歳児歯科健康診査 ８月 31 日㈭
ふれあいプラザさかえ

３階大会議室

令和３年７月／
８月生まれの子

歯科健診／身体測定／保健・栄
養・歯科相談

２歳６か月児歯科健康診査 ８月 31 日㈭
健康介護課
健康推進班

令和２年 11 月／
12 月生まれの子 歯科診察／歯科相談

はみがきレッスン
※予約制

　８月１日㈫ キッズランド 未就学のお子さんと
そのご家族 お口の健康チェック・相談

            　　　　　　　　　　　　　　　　　　  問合せ　子育て包括支援センター　 37-7185
　健康介護課健康推進班　　 33-7708

※受付時間は予約制となっておりますので、健診の個別通知をご確認ください。

問合せ
　子育て包括支援センター　 37-7185
　（ふれあいプラザさかえ内１階）
開設時間　９時から 17 時 15 分まで

今月の休館日

　６日㈰・７日㈪・12 日㈯
13 日㈰・14 日㈪・20 日㈰
21 日㈪・27 日㈰・28 日㈪

健康インフォメーション

　麻しん（はしか）という病気をご存知ですか？
　麻しんは、麻しんウイルスによって引き起こされる急性の全身感染症です。免疫を持っていな
い人が感染すると、ほぼ 100％発症します。感染すると約 10 日後に発熱や咳、鼻水といった風
邪のような症状が現れます。２日～３日熱が続いた後、39 度以上の高熱と発疹が出現します。
肺炎、中耳炎を合併しやすく、患者千人に 1 人の割合で脳炎が発症すると言われています。
　今年に入り、全国的に麻しんの感染者が報告されており、千葉県内でも感染者が報告されまし
た。厚生労働省は、海外からの感染など、今後、更なる感染者の増加を懸念し、注意を呼び掛け
ています。

○麻しん（はしか）の予防にはワクチン接種が重要です○麻しん（はしか）の予防にはワクチン接種が重要です
　麻しんウイルスの感染経路は、空気感染、飛沫感染、接触感染で、その感染力は非常に強く、
手洗い、マスクのみで予防はできません。麻しんの予防接種が最も有効な予防法と言えます。

○予防接種を受けましょう○予防接種を受けましょう
　麻しん含有ワクチンを接種する事によって、95％程度の人が麻しんウイルスに対する免疫を
獲得すると言われています。確実に免疫を獲得するために２回の接種が定期予防接種（公費接種）
となっています。「接種時期：１歳（お誕生日を過ぎたらなるべく早く）、小学校入学前の１年間」
　また、妊娠中に麻しんにかかると流産や早産を起こす可能性があります。妊娠前であれば、予
防接種を受けることが可能です。（接種後２か月は避妊が必要）麻しんにかかったことがなく、
予防接種未接種の場合は、積極的に予防接種を検討しましょう。

　麻しん（はしか）を予防しましょう！　麻しん（はしか）を予防しましょう！

　産前・産後サポート事業がはじまりました産前・産後サポート事業がはじまりました
　町では、安心して妊娠、出産、育児を行うため、産前・産後サポート事業（愛称「さんさぽ」）
を開催しています。
　妊娠中や産後のこと、赤ちゃんの育児や上の子への対応など、妊婦さん同士や産後の方と一緒
にお話ししながら、不安なこと、気になることを解決できます。妊婦さんには、「アンケート（マ
タニティチケット）」と引き換えに、新生児用おむつ１パックを差し上げています。
　助産院ゆいでの開催のため、産後ケア施設の見学もできます。
対　象　栄町在住の妊婦（妊娠届け出を提出した方）および生後１年未満の乳児とその家族
会　場　助産院ゆい（栄町安食 1-4-10）
料　金　無料　
予約方法　栄町公式 LINE もしくは電話で子育て包括支援センターまで　
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　娘と２人きりの時間が多いので、他の人との
関りが必要だと思い、キッズランドさんに遊び
に行きはじめました。キッズランドさんでは、
先生方がたくさん声をかけてくださり、歳の近
いお友達やお兄ちゃん、お姉ちゃんと触れ合う
機会があり、多くの学びと刺激を受けていま
す。だんだん、１人で遊べるようになったり、
お友達にモノをどうぞしたり…成長を嬉しく、
楽しく見守っています。

今月の龍夢っ子

( 令和４年１月生まれ )佐々木　桜詩ちゃん
らら

Q　お子さんの名付けエピソードを教えてください！
A　まず、【らら】という音の響きから名前を決
　めました。その後、それぞれの漢字の願いを込
　めて付けました♥【桜】春の日差しのように温
　かい心を持った人になる。【詩】自分の心の動
　きを言葉にし、優れた感性や表現力を持った人
　になる。

お家の人に聞いてみました！！

今月の休館日
７日㈪・12 日㈯・14 日㈪
21 日㈪・24 日㈭午後休館
28 日㈪

開館時間 /９時～ 12時

　13時～ 16時

　LINE　▶ 
　QR コード

　アップＲは、子育て中の方が、情報を
交換したり、子育ての悩みを話すなど、
親子で楽しく過ごせる施設です。
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　キッズランドおよび子育て相談などは、栄町公式アカウント LINE から予約、
または、電話でお問い合わせください。
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　「教育職員免許法」が改正され、
令和４年７月１日より「教員免許更
新制」が廃止されました。改正法施
行後の教員免許状の扱いは次のとお
りです。
①旧免許状所持者（平成 21 年３月
　以前に初めて取得）で更新をして
　いない方（休眠状態）
　→お持ちの免許の有効性は既に回
復しており、有効期限のない免許状
となりました。
②新免許状所持者（平成 21 年４月
　以後に初めて取得）で、既に失効
　している方
　→免許状更新講習を受講せずと
も、再授与申請手続きを行えば有効
期限のない免許状の授与を受けるこ
とができます。
問合せ　北総教育事務所　管理課
　　　　 043-483-1148

内　容　北総管内　公立小中学校の
　講師・養護教諭・学校事務・栄養
　職員（いずれも臨時的任用）
募集地区　印旛地区（９市町）
　　　　　香取地区（４市町）
　　　　　海匝地区（３市）
応募要件
①講師・養護教諭・栄養職員につい
　ては相当免許を所持している方
②心身共に健康で、教育に情熱のあ
　る方
③他事務所などで未登録の方
※給与・時間・業務内容の詳細など
　は、お問合せください。
問合せ　北総教育事務所　管理課
　　　　 043-483-1148

　自分の得意なことを活かし、ビジ
ネスとして成功させるための具体的
なステップの踏み方、計画の立て方
について支援専門家がお伝えします。
対　象　創業を予定している女性や
　創業して間もない女性（大学生含む）
定　員　20 名（応募者多数の場合
　は抽選）
申込み　千葉県信用保証協会の HP    
　から直接お申込みください。
問合せ　経済環境課商工観光班
　　　　 33-7713

　町では、成田市・佐倉市・富里市・
八街市・香取市・酒々井町・千葉県
ジョブサポートセンターとの共催で
次のセミナーを開催します。
〇再就職セミナー
日　時　９月 15 日㈮
　　　　10 時から 12 時
会　場　成田市役所６階中会議室
内　容　女性を取り巻く環境、自己
　分析で強みを見つける、応募書類
　と面接対策
対　象　在職・求職中問わず就職活
　動中の女性
定　員　20 名（先着順）
〇出張相談
日　時　９月 15 日㈮
　　　　13 時 30 分から 16 時
対　象　同日開催のセミナー参加者
※本出張相談は雇用保険の求職活動
　実績の対象外です。
会　場　成田市役所６階中会議室
定　員　４名（先着順）
　　　　（１名につき 30 分程度）
※参加費は無料です。
　託児室を用意しておりますが、人
　数に限りがございますので、８月
　18 日㈮までに申込みください。
申込み　経済環境課商工観光班
　　　　 33-7713

　幼児期からの規則正しい食生活と
丈夫な歯でゆっくりかむことへの習
慣作りをすすめるため「かむ子・の
びる子・元気な子」～健康かみかみ
弁当～作品を募集します。
応募資格　県内在住・在勤・在学の方
応募方法　応募用紙と完成したお弁当
　の写真をメールまたは郵送にて提出
申込み期限　９月８日㈮まで
　　　　　　（当日消印有効）
応募・問合せ
●郵送の場合　〒 261-0002
　千葉市美浜区新港 32-17
　千葉県口腔保健センター内
　㈳千葉県歯科衛生士会
●メールの場合　
　chiba-dha@rapid.con.ne.jp　
実施要領　応募用紙など詳細は千葉
　県歯科衛生士会ホームページでご
　確認ください。

日　時　８月 19 日㈯
　　　　14 時から 15 時 30 分
会　場　富里中央公民館
テーマ　足の痛みとしびれの原因は
　　　　腰にある？
～腰部脊柱管狭窄症の
　　　　　　症状と治療について～
講　師　成田赤十字病院
　第三整形外科部長　萬納寺　誓人
定　 員　80 名（ 後 日 You tube を
　　　　使用した配信も行います）
参加費　無料
問合せ　成田赤十字病院社会課
　　　　 0476-22-2311
※病院ホームページでも受付

　

実施期間　10 月９日㈪㊗まで
応募締切　10 月 16 日㈪必着
参加方法　台紙で参加…台紙にスタ
　ンプを押して郵送
　スマートフォンで参加…専用サイ
　トにアクセスし、デジタルスタン
　プを獲得して応募
参加費　無料
内　容　千葉県初の日本遺産「北総
　四都市江戸紀行」をはじめ、多彩な
　観光スポットが盛りだくさんの北
　総・東総地域を舞台に、市町イチ押
　しの各所を巡るスタンプラリーを
　開催します。スタンプを集めて応募
　すると、抽選で各地域のすてきな賞
　品を 150 名にプレゼント！
問合せ　印旛地域振興事務所
　　　　 043-483-1111

●医科・歯科幹部
資　格　医師・歯科医師の免許取得者
受付期限　10 月 26 日㈭まで
試験日　　11 月 17 日㈮
●一般曹候補生
資　格　18 歳以上 33 歳未満の者
受付期限　９月５日㈫まで
試験日　１次：９月 15 日㈮から
　　　　　　　24 日㈰
※各募集に係る詳細な内容について
　は、お問い合わせください。
問合せ　自衛隊成田地域事務所　　
　　　　 22-6275

成田赤十字病院公開講座教員免許更新制が
廃止されました

北総地区・公立小中学校で
働く講師等を募集

歴史をつむいで 150 年！
ちば北総＆東総スタンプラリー

印旛×香取×海匝

　女性のための創業セミナー

　　　　自衛官の募集

「かむ子・のびる子・元気な子」
料理コンクール作品募集

　　　　　女性向け
再就職支援セミナー・出張相談
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日　時　８月１日㈫から 20 日㈰
　　　　10 時から 12 時
　　　　13 時から 16 時
会　場　栄町竜角寺台プール
　　　　（竜角寺台小学校隣）
入場料　無料
問合せ　生涯学習課スポーツ振興班
　　　　 95-1112

　　　
日　時　８月 20 日㈰
　　　　11 時から 11 時 30 分
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　音楽室①
対　象　幼児から小学校低学年まで
入場料　無料
申込み　当日会場にて
問合せ　生涯学習課社会教育班
　　　　 95-1112

　「ハワイの伝統文化」を踊りを通
して学びましょう。
日　時　８月 23 日㈬
　　　　13 時 30 分から 15 時
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　多目的ホール②
参加費　無料
内　容　基礎ステップを体験して１
　　　　曲踊る。打楽器の体験。
※スカート（パウ）は貸し出します
主　催　あじきカトレアフラサークル
　　　　（ふれあいプラザさかえ利
　用サークル連絡会加入団体）
問合せ　賀谷　　 95-5794

　県民手帳は、県内の主要統計情報
や中央・県内主要官公庁一覧のほ
か、各市町村別、月別の行事などが
記載された千葉県統計協会発行の手
帳です。ご希望の方は、下記までお
申込みください。
色の種類　紺色・黄色・赤色
金　額　１冊 600 円（税込）
サイズ　85mm × 145mm
申込み　８月 25 日㈮まで
申込書配布場所　役場１階受付、　
　ふれあいプラザさかえ窓口
申込み・問合せ　
　企画財政課企画広報室　
　　 37-7773
※申し込まれた方には、納品（10
　月中旬頃）され次第ご連絡いたし
　ます。代金は手帳と引換えとなり
　ます。

　福祉バザーを予定していますの
で、提供品のご協力をお願いします。
提供品　タオル、石鹸などの贈答品
　や生活雑貨など ( 新品または同等品 )
※大型商品、生活家電、人形などは
　お受けできません
受付期限　９月末日まで
受付場所　 栄町社会福祉協議会
※窓口に持参していただくか、ご連
　絡いただければ引き取りに伺います。
問合せ　栄町社会福祉協議会
　　　　 95-1100

日　時　９月 30 日㈯
　　　　９時 30 分から 11 時 30 分
会　場　千葉県立栄特別支援学校　
　　　　体育館
内　容　
・パラアスリート紹介
・本校のパラスポーツの取組について
・パラスポーツ交流会
申込み　８月 31 日㈭まで
問合せ　千葉県立栄特別支援学校
　　　　教頭　山本　 80-2500

日　時　９月 13 日㈬
　　　　10 時から 11 時 10 分
受　付　９時 40 分から
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　多目的ホール①
講　師　太極拳講師　新妻貞子氏
定　員　20 名
持ち物　水分補給用飲み物、ヨガ
　マットまたはバスタオル、運動で
　きる服装
主　催　栄町健康づくり推進員
申込み・問合せ　
　健康介護課健康推進班
　 33-7708

ふれあいプラザさかえ
今月の休館日

　　７日㈪・12 日㈯・14 日㈪
　　　　21 日㈪・28 日㈪
　　　　

町民プール一般開放

ハワイアン体験

いきいき広場
太極拳

2024 年版県民手帳の申込み

パラアスリートと交流しよう！

　福祉バザーの提供品の募集

　　　夏のおはなし会
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ふれあいプラザさかえ

　17 日㈭  10 時から 11 時 30 分まで

９日㈬・23 日㈬ 13 時 30 分から 15 時まで

さかなおコミュニティセンター

２日㈬・７日㈪・25 日㈮  13 時 30 分から 15 時まで

房総のむら（入場門前）

15 日㈫・30 日㈬ 10 時から 11 時 30 分まで

３日㈭・13 日㈰ 13 時 30 分から 15 時まで

JAとれたて産直館栄店

10 日㈭・24 日㈭  10 時から 11 時 30 分まで
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※事件・事故の発生や気象条件などにより変更にな
　る場合がございます。
※詳細は、各警察署の地域課へお問い合わせください。

よせられた善意

　栄町社会福祉協議会では、「地域
のつながりを確保し、孤立防止や支
え合いを中心とする地域福祉の推進
を図る」ことを目標に活動していま
す。
　活動の自主財源としては、会員の
皆様からの会費および寄附・募金と
なります。

会員の区分は
①一般会員　一世帯　500 円
②賛助会員　一口　1,000 円
③特別会員　一口　5,000 円
 
　一般会員については、自治会など
に加入されている世帯は、自治会な
どをとおして会費の納入をお願いし
ています。 加入されていない方は、
随時受付けておりますので、応援を
よろしくお願いいたします。
　また、法人・商店・団体などにお
かれましても、地域福祉の向上を図
るため、特別会員、賛助会員加入の
ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い い た し ま
す。

　栄町の地域福祉に応援
をお願いします 　　

契約前のチェックリスト

（６月受付分）

栄町消費生活相談員からの
ワンポイントアドバイス

町へ
〇栄町ふるさと応援寄附金
　佐倉　幹洋　　　　　50,000 円
   匿名（161 件）　　1,824,000 円
社会福祉協議会へ
〇一般寄附金
　たんぽぽの会　　　14,967 円
　ザ☆チバラギ FX ＆旧車二輪
　四輪チャリティーミーティ
　ング実行委員会　　44,825 円
　匿名（４件）　　　　25,000 円

□何をいくつ買うか、どのようなサービスを受けるかが　
　明確か
□代金はいくらか・他に今後支払う費用はないか
□分割払いの場合、支払総額・支払回数・期間を把握して
　いるか
□口頭での説明や約束事は契約書に書いてあるか
□契約条項に解約についての記載があるか
□違約金や損害賠償などの条件を確認したか
□ネットショッピングなどの通信販売の場合、返品の可　
　否や返品条件を確認したか
□事業者の名称、住所、電話番号、代表者名の記載はあ　
　るか
□他社の同種の商品やサービスと、品質や価格を比べて　
　検討したか
□セールストークや広告のイメージ写真、体験談などに　
　惑わされていないか
★契約内容や条件には、契約書に書かれた内容だけなく、
　約款や口頭で受けた説明も含まれます。口頭で受けた重
　要な説明が契約書に書かれているか必ず確認しましょう。
★契約書や約款などの書類には必ず目を通し、疑問な点は
　理解できるまで質問しましょう。特に、契約中に何が起
　こるかわからない長期間の契約や、損失が出る可能性の
　ある投資契約では慎重な判断が必要です。
★契約する前にチェックリストを活用しましょう。おかし
　いなと思ったら、一刻も早く相談をしてください。
　

（敬称略）

★基本的なチェックリスト

　契約を結んでから [ しまった！ ] と後悔することがないよ
うに、契約前に契約内容や条件などをよく確認しましょう。
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　６月 24 日に、のら里くら里健康ウォーキングが
開催されました。参加された 17 名は、出発前にド
ラム君健康づくり体操を行い、岩屋古墳や龍神のポ
ーズをとって体をほぐした後、文化財サポーターに
よるガイドのもと、龍角寺の七不思議が伝わる場所を
めぐりました。

　最初に訪れたみそ岩屋古墳や岩屋古墳には、三ケ
の岩屋という七不思議が伝わっています。石室には
隠れ座頭が暮らしていて、近くの村人は、冠婚葬祭
の際に隠れ座頭からお椀を借りていたのですが、一
度返し忘れたことがあり、それ以来、貸してくれな
くなってしまったというお話です。そして、その時
のお椀が一膳、龍角寺に残されているそうです。
　今と昔では、多くのところで景色がだいぶ変わり
ました。しかし、七不思議の伝わる龍角寺のまわり
には、かつての趣のある景色がまだまだ多く残され
ています。物語を聴き、昔の情景を想像しながらの
ウォーキングは、非常に味わい深いものとなりました。

問合せ　生涯学習課社会教育班
　　　　 95-1112

AugustAugust
20232023 ８月８月

１ 火
はみがきレッスン【P.18】
すこやかタイム【P.19】

２ 水

３ 木

４ 金 アップＲ文庫【P.19】

５ 土 ゆかたまつり【P.10】

６ 日
ゆかたまつり【P.10】
さかえ市民ミュージカル公演【P.11】

７ 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

８ 火 ３・４か月乳児相談【P.18】

９ 水 はっぴぃルーム【P.19】

10 木

11 金 【山の日】

12 土 ふれプラ休館日

13 日 龍夢サマーコンサート【P.11】

14 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

15 火

16 水

17 木

18 金 はっぴぃルーム【P.19】

19 土 おはなしのくに【P.19】

20 日 夏のおはなし会【P.21】

21 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土
ドラムウィンドアンサンブルと
ミニ音あそび【P.19】

27 日

28 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

29 火

30 水

31 木
２歳児歯科健康診査【P.18】
２歳６か月児歯科健康診査【P.18】

要介護認定更新手続き

　要介護認定の有効期限が
９月末日の方は、８月１日
㈫から申請ができます。
忘れずに更新申請をしてく
ださい。
健康介護課　 33-7709

今月の納付

町・県民税・・・・・２期
国民健康保険税・・・２期
後期高齢者医療保険料２期
介護保険料・・・・・２期
　　
　　納期限　８月 31 日㈭

　毎週土曜日に各種証明書
を交付しています。

（祝日・年末年始を除く。）
８時 30 分～ 17 時 15 分

　　税務課　 33-7703
　　住民課　 33-7704

土曜開庁

栄町朗読奉仕会のご協力により、
目の不自由な方に音声の「広報さ
かえ」をお届けしています。
社会福祉協議会 95-1100

声の広報
（CD）

●各種相談

●休日の救急・夜間診療　（受付時間は診療終了の 15 分前まで）

人口と世帯

人口 19,944 人 （+19）
男 9,823 人 （+ ６）
女 10,121 人 （+13）

世帯数 9,299 世帯 （+17）

７月１日現在（前月比）

相談名 日　時 会　場 問合せ

人権・行政相談
７日㈪
13 時 30 分から 16 時まで

（最終受付 15 時）

役場３階
第２会議室

くらし安全課
 33-7710

心の相談
（事前予約）

１日㈫・８日㈫・22 日㈫・29 日㈫
10 時 15 分から 12 時 15 分まで
※ 30 分で３枠受付

ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室 いんば障害者

相談センター
 99-2501デイケアクラブ

「ほっとする～」
（事前予約）

４日㈮・18 日㈮
ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室

消費生活相談
８日㈫・15 日㈫・22 日㈫
９時 30 分から 12 時まで /13 時
から 15 時 30 分まで（最終受付）

役場４階
第５会議室

経済環境課
 33-7713

教育相談
毎週火・金曜日
10 時から 15 時まで
※ 11 日㈮は休み

ふれあいプラザ
さかえ２階
ゆうがく館

教育支援センター
 80-1520

司法書士相談
（事前予約）

９日㈬
18 時から 19 時 30 分まで

ふれあいプラザ
さかえ２階
和室①

社会福祉協議会
 95-1100

ふれあい相談
（心配ごと相談）

２日㈬・16 日㈬　
13 時から 16 時まで

役場２階
社会福祉協議会

法律相談
（事前予約）

24 日㈭
13 時 30 分から 16 時まで

役場２階
社会福祉協議会

認知症カフェ
オレンジサロン

18 日㈮　10 時 30 分から 12 時まで
※どなたでも参加いただけます

ふれあいプラザ
さかえ１階
ロビー

健康介護課
 33-7709

生活困窮出張相談
25 日㈮
９時 30 分から 16 時まで

役場１階
第１会議室

さかえ・しすいワークラ
イフ・サポートセンター

 043-308-6332

不動産相談
15 日㈫
10 時から 12 時まで
( 最終受付 11 時 30 分）

役場３階
第２会議室

企画財政課
 33-7773

交通事故相談
（事前にお問合せく

ださい）

土曜・日曜・祝日および年末年
始を除く　９時から 12 時まで
13 時から 16 時 30 分まで

千葉県庁
本庁舎２階

千葉県交通事故相談所

 043-223-2264

　印旛市郡小児初期急病診療所 043-485-3355（佐倉市健康管理センター内）

　近隣の主な救急病院
北総栄病院 95-6811・成田赤十字病院 22-2311・成田病院 22-1500
日本医科大学千葉北総病院 99-1111・成田富里徳洲会病院 93-1001
印西総合病院 33-3000・国際医療福祉大学成田病院 35-5600
※診療時間・診療科目は、直接病院にお問い合わせください。

　成田急病診療所 27-1116（成田市保健福祉館敷地内）
診療科目 診　療　日 診療時間

小児科・内科

月曜日～土曜日 19 時～ 23 時

日曜日・祝日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～翌年 1 月 3 日

10 時～ 17 時

外　科
日曜日・祝日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～翌年 1 月 3 日

歯　科
祝日（日曜日は除く）・振替休日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～翌年 1 月 3 日

10 時～ 17 時

診療科目 診　療　日 診療時間

小児科
（15 歳以下）

月曜日～土曜日 19 時～ 23 時

日曜日・祝日
12 月 29 日～翌年 1 月 3 日

  ９時～ 17 時
19 時～ 23 時

子ども急病電話相談 毎日　＃ 8000 19 時～翌朝６時

10 時～ 17 時
19 時～ 23 時
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る
な
ど
の
被
害
を
確
認
し
て

い
る
が
、
幸
い
家
屋
や
人
的
被

害
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
２
日
17
時
に
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
、
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
さ
か
え
・
旧
北
辺
田
小

学
校
・
旧
酒
直
小
学
校
の
３
ヶ

所
の
避
難
所
を
順
次
開
設
し
た

が
、
避
難
さ
れ
た
方
は
、
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
に
１
名
の

み
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
３
日
の
朝
、
北
辺
田
・

興
津
・
矢
口
・
麻
生
の
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
土
砂
災
害
の
警

戒
レ
ベ
ル
４
相
当
が
発
令
さ
れ

た
た
め
、
対
象
地
域
に
お
住
い

の
方
々
に
は
避
難
指
示
を
出
し

た
。
幸
い
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の

災
害
は
発
生
し
な
か
っ
た
。

　

今
後
、
梅
雨
か
ら
台
風
シ
ー

ズ
ン
に
入
る
が
、
早
め
の
対
策
と

迅
速
な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

令
和
４
年
度
の
栄
町
人
口
動
態

に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
の
人
口
動
態

は
、
自
然
動
態
で
２
１
０
人
が

減
少
と
な
っ
た
も
の
の
、
社
会

動
態
で
は
１
０
４
人
が
増
加
と

な
っ
た
。

　

社
会
動
態
の
主
な
要
因
と
し

て
は
、
転
出
者
が
６
７
３
人
に
対

し
て
、
転
入
者
は
奨
励
金
制
度
の

利
用
者
が
２
７
０
人
の
他
、
技
能

実
習
お
よ
び
留
学
等
に
よ
る
外

国
人
が
１
２
４
人
な
ど
、
転
入
者

は
７
７
７
人
と
な
り
、
１
０
４
人

の
増
加
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
、
人
口
減
少
の
歯
止

め
に
向
け
た
取
り
組
み
を
図
っ

て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に

つ
い
て

　

今
年
度
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
と
し
て
「
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援

地
方
交
付
金
」
が
新
た
に
配
分

さ
れ
、
特
に
町
民
に
直
接
影
響

を
及
ぼ
す
事
業
を
優
先
し
て
実

施
計
画
を
作
成
し
、
国
に
提
出

す
る
と
と
も
に
、
本
議
会
へ
補

正
予
算
（
案
）
を
提
出
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
物
価

高
騰
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す

い
低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
の
ほ

か
、
就
労
が
難
し
く
、
よ
り
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
や
す
い

75
才
以
上
の
方
へ
の
支
援
、
子

育
て
世
帯
の
学
校
給
食
費
の
負

担
軽
減
、
千
葉
県
子
ど
も
の
成

長
応
援
臨
時
給
付
金
の
対
象
外

と
な
る
未
就
学
児
や
高
校
２
・

３
年
生
に
対
す
る
支
援
な
ど
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

人
事
案
件
２
件
な
ど
を
含
め
12
議
案
等
を
可
決

　

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
（
６
月
議
会
）
が
、
６
月
６
日
か

ら
16
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
、
栄
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
人
事
案
件
２
件
を

は
じ
め
、
条
例
の
一
部
改
正
、
２
会
計
の
補
正
予
算
、
専
決
処

分
の
承
認
な
ど
３
件
の
報
告
を
含
め
計
15
件
の
議
案
等
が
提
出

さ
れ
、
全
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
９
名
、
傍
聴
者
は

延
べ
28
名
で
し
た
。

橋
本
町
長
の
行
政
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て

　

５
月
８
日
に
、
感
染
症
法
上

の
分
類
が
、
５
類
へ
と
見
直
さ

れ
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
、
公
費
負
担
で
実
施
す

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

町
で
は
、
接
種
の
対
象
者

と
な
る
「
65
歳
以
上
の
方
」
や

「
64
歳
以
下
の
重
症
化
リ
ス
ク
の

高
い
方
」、「
医
療
従
事
者
等
」
が
、

速
や
か
に
接
種
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
、
接
種
期
間
を
８
月

31
日
ま
で
と
し
、
す
で
に
５
月

10
日
か
ら
予
約
を
開
始
し
た
。

栄
町
消
防
団
組
織
再
編
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

災
害
対
応
力
の
強
化
を
目
的
と

し
た
取
り
組
み
だ
が
、
令
和
３

年
度
か
ら
は
、
団
本
部
が
主
体

と
な
っ
て
、
対
象
部
の
団
員
、

地
区
代
表
者
の
方
々
へ
説
明
会

を
行
い
、
再
編
を
進
め
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
今
年
度
よ
り
５

分
団
22
部
か
ら
４
分
団
13
部
の

新
体
制
と
な
っ
た
。

水
防
演
習
に
つ
い
て

　

５
月
13
日
に
実
施
し
た
水
防

演
習
に
は
、
水
防
団
員
な
ど
の

関
係
者
４
３
７
名
が
参
加
し
、

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
素
晴
ら
し
い
演
習
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
出
水
期
を
迎

え
、
災
害
予
防
・
災
害
対
策
に

は
万
全
を
期
し
て
い
く
。

町
職
員
に
よ
る
避
難
所
開
設
・

運
営
訓
練
に
つ
い
て

　

５
月
31
日
に
旧
北
辺
田
小
学

校
体
育
館
で
避
難
所
担
当
職
員

な
ど
に
よ
る
「
避
難
所
開
設
・

運
営
訓
練
」
を
実
施
し
た
。
町

職
員
29
名
の
他
、
安
食
台
１
・

５
・
６
丁
目
と
松
ヶ
丘
の
自
主

防
災
組
織
の
方
も
参
加
し
、
段

ボ
ー
ル
の
間
仕
切
り
や
ベ
ッ

ド
、
テ
ン
ト
な
ど
の
設
置
や
、

避
難
所
の
安
全
確
認
か
ら
避
難

者
の
受
付
・
誘
導
ま
で
の
訓
練

を
行
っ
た
。

　

今
後
も
被
災
場
所
の
応
急
処

置
訓
練
や
総
合
防
災
訓
練
な
ど

を
実
施
し
、
災
害
発
生
時
に
備

え
て
い
く
。

学
校
交
流
事
業
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
以
降
中
断
し
て

い
た
学
校
交
流
事
業
が
、
竜
角

寺
台
小
学
校
に
お
い
て
６
月
９

日
に
台
湾
か
ら
の
小
学
生
13
名

を
迎
え
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
学

校
交
流
を
通
じ
て
、
同
世
代
の

子
供
た
ち
が
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
等

を
交
え
交
流
し
、
お
互
い
の
文

化
を
理
解
し
あ
う
貴
重
な
機
会

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

布
鎌
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年

に
つ
い
て

　

５
月
10
日
の
創
立
記
念
日
に
、

記
念
行
事
と
し
て
、
創
立
記
念

日
を
お
祝
い
す
る
児
童
集
会
と

記
念
樹
の
植
樹
式
、
１
５
０
周

年
記
念
碑
の
除
幕
式
が
布
鎌
小

学
校
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

来
る
６
月
17
日
に
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
さ
か
え
に
て
記
念
式
典

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

※
こ
の
行
政
報
告
は
、
定
例
会

　

初
日
（
６
月
６
日
）
に
行
わ
れ

　

た
も
の
で
、
現
時
点
の
状
況
と

　

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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77
億
６
，
６
７
０
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
、
繰
入
金
、
町
債
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。
歳
出
で
は
、
災
害

復
旧
事
業
、
感
染
症
予
防
対
策
事

業
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

報
告
第
１
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
車
両

の
損
傷
事
故
の
和
解
等
に
つ
い

て
専
決
処
分
し
た
の
で
、
議
会

に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

報
告
第
２
号

　

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

　

令
和
４
年
度
栄
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
第
３
条

及
び
（
第
９
号
）
第
２
条
並
び

に
（
第
10
号
）
第
２
条
の
繰
越

明
許
費
に
つ
い
て
翌
年
度
に
繰

り
越
し
た
の
で
、
議
会
に
報
告

す
る
も
の
で
す
。

報
告
第
３
号

　

事
業
会
計
予
算
の
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
栄
町
下
水
道
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て
翌
年
度

に
繰
り
越
し
た
の
で
、
議
会
に

報
告
す
る
も
の
で
す
。

                 
　
　
　
　
　
　
　

松
島　

一
夫

問　

昨
年
末
の
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
の
公
開
以
来
大
き
な
注
目
を

集
め
て
い
る
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ

て
は
い
る
が
、
他
の
自
治
体
で

の
活
用
事
例
を
見
る
と
業
務
効

率
が
格
段
に
上
が
る
こ
と
も
事

実
。
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
扱

っ
て
ゆ
く
つ
も
り
か
伺
う
。

答　

生
成
Ａ
Ｉ
を
め
ぐ
っ
て

は
、
経
済
・
社
会
・
産
業
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
今
後
急
速
に
浸

透
し
て
い
く
も
の
と
見
込
ま

れ
、
仕
事
や
学
習
な
ど
人
々
の

生
活
を
大
き
く
変
え
る
一
方

で
、
様
々
な
懸
念
や
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

行
政
分
野
に
お
い
て
も
、
既

に
活
用
に
動
き
出
し
た
自
治
体

が
あ
る
の
も
承
知
し
て
い
る
が
、

業
務
に
お
け
る
今
後
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
国
の
取
扱
い
や
先

進
自
治
体
の
取
組
み
な
ど
を
注

視
し
な
が
ら
、
先
ず
は
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
義

務
教
育
の
段
階
に
お
い
て
、
児

童
生
徒
が
、
自
分
で
思
考
・
判

断
し
、
表
現
す
る
こ
と
の
体
験

は
、
と
て
も
重
要
な
学
習
活
動

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
が
、
将
来
的
に
生

成
Ａ
Ｉ
等
の
高
度
な
技
術
を
適

切
、
か
つ
、
効
果
的
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
基
礎
学

力
」
と
「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
」
を
身
に
付
け
さ
せ
る

べ
く
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

学
習
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

　

今
後
は
、
国
や
県
の
調
査
研

究
結
果
等
に
注
視
し
、
国
が
示
す

諮
問
第
１
号　
　
　

全
員
賛
成

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
同
委
員
を
後
任
委
員
の
候

補
者
と
し
て
法
務
大
臣
に
推
薦

す
べ
く
議
会
の
意
見
を
求
め
る

も
の
で
す
。

議
案
第
１
号　
　
　

全
員
賛
成

　

専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
栄
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
制
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
専
決
処
分
し
た

の
で
、
議
会
へ
報
告
し
、
承
認

を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
２
号　
　
　

全
員
賛
成

　

専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
栄
町
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
専
決

処
分
し
た
の
で
、
議
会
へ
報
告

し
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
３
号　
　
　

全
員
賛
成

　

専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
栄
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ

い
て
専
決
処
分
し
た
の
で
、
議

会
へ
報
告
し
、
承
認
を
求
め
る

も
の
で
す
。

議
案
第
４
号　
　
　

全
員
賛
成

　

専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
及
び
支
給
に
係
る
事
務

費
並
び
に
住
民
税
非
課
税
世
帯

等
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
に

係
る
事
務
費
に
つ
い
て
、
令
和

５
年
度
栄
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
専
決

処
分
し
た
の
で
、
議
会
へ
報
告

し
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
５
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

同
委
員
を
再
任
す
べ
く
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
６
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
改
正
を
踏
ま

え
、
森
林
環
境
税
の
導
入
、
給
与

所
得
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書

の
記
載
事
項
の
簡
素
化
な
ど
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
７
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
通
学
区
域
審
議
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

学
校
評
議
員
制
度
か
ら
学
校

運
営
協
議
会
制
度
へ
の
移
行
に

伴
い
、
委
員
の
選
任
要
件
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
８
号　
　
　

全
員
賛
成

栄
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、

構
造
及
び
管
理
並
び
に
対
象
火

気
器
具
等
の
取
扱
い
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
に
よ
り
、
急
速
充
電
設

備
を
設
置
す
る
際
の
位
置
、
構

造
及
び
管
理
に
関
す
る
基
準
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
９
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
５
年
度
栄
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
１
６
１
万
円
を
増
額
し
、

総
額
77
億
５
，
４
３
０
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出

金
、
繰
入
金
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。
歳
出
で
は
、
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
事
業
や
子
ど
も
の

成
長
応
援
臨
時
給
付
金
事
業
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
10
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
５
年
度
栄
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
万

円
を
増
額
し
、
総
額
27
億
５
，

３
５
５
万
３
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

増
額
の
理
由
は
、
歳
入
で

は
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

シ
ス
テ
ム
整
備
費
等
補
助
金
に

よ
る
も
の
で
す
。
歳
出
で
は
、

周
知
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
印
刷

製
本
費
に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
11
号　
　
　

全
員
賛
成

令
和
５
年
度
栄
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，

２
４
０
万
円
を
増
額
し
、
総
額

町
政
の
こ
こ
が
知
り
た
い

　
　
一  

般  

質  

問

議

案

審

議

生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
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予
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
主

旨
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
現
在
の
教

育
活
動
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
適
切
で
あ
る

か
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

髙
萩　

初
枝

問　

現
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
の

現
状
及
び
衛
生
管
理
基
準
を
適

合
で
き
て
い
る
の
か
。
給
食
セ

ン
タ
ー
選
定
検
討
委
員
会
は
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
判
断

し
た
の
か
。
教
育
長
の
見
解
と

町
長
は
概
算
事
業
費
の
縮
減
や

災
害
拠
点
施
設
の
役
割
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

供
用
開
始
後
36
年
が
経
過

し
、
建
物
本
体
及
び
給
排
水
設

備
な
ど
が
老
朽
化
し
修
繕
費
用

が
増
大
し
て
い
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
と
と
も
に
、
場
合
に
よ

っ
て
は
機
器
の
更
新
が
必
要
と

な
る
。
ま
た
、
現
行
の
学
校
給

食
衛
生
管
理
基
準
に
対
応
し
て

い
な
い
項
目
が
あ
る
こ
と
か
ら

改
築
等
を
す
る
際
は
、
基
準
に

準
じ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

次
に
、
第
１
回
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
用
地
選
定
検
討
委

員
会
の
中
で
、
委
員
は
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
て
い
る
。

　

次
に
、
今
年
６
月
に
は
政
府

が
骨
太
の
方
針
の
原
案
を
発
表

し
「
新
た
に
『
子
ど
も
・
子
育
て

政
策
』
を
最
も
有
効
な
未
来
へ
の

投
資
」
と
位
置
づ
け
た
と
の
報
道

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
遡
る
が
、
令

和
２
年
６
月
議
会
に
て
議
案
第

14
号
「
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
」

賛
成
の
議
決
を
い
た
だ
い
た
。
そ

の
う
え
で
、「
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
地
方
公
共
団
体
の
長

は
、
教
育
財
産
を
取
得
し
た
と
き

は
、
す
み
や
か
に
教
育
委
員
会
に

引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
町
議
会

の
議
決
に
沿
う
形
で
、「
最
も
有

効
な
未
来
へ
の
投
資
」
と
し
て
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進
め
て

い
く
。

　

次
に
、
町
の
中
央
部
に
位
置

す
る
「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か

え
周
辺
地
域
」
を
災
害
支
援
拠

点
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
隣
接
地

に
給
食
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
で
、
炊
き
出
し
施
設
と

し
て
の
災
害
支
援
的
機
能
の
役

割
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
支
援
物

資
供
給
の
拠
点
と
し
て
、
被
災

地
や
避
難
所
へ
効
率
的
に
食
べ

物
を
供
給
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
概
算
事
業
費
が
高
額
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
十
分
に
認

識
し
て
お
り
、
教
育
委
員
会
で

は
、
盛
土
に
要
す
る
経
費
を
抑

え
る
た
め
、
建
設
発
生
土
の
相

談
を
し
て
お
り
、
実
現
し
た
場

合
は
、
大
幅
に
盛
土
費
用
の
削

減
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。
ま
た
、
教
育
委
員
会

及
び
関
係
部
署
に
対
し
、
経
費

の
縮
減
の
可
能
性
な
ど
検
討
を

進
め
て
い
く
よ
う
指
示
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

早
川　

久
美
子

問　

橋
本
町
長
が
就
任
さ
れ
て

一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
町
民
が

希
望
を
持
て
る
町
を
つ
く
る
・

情
熱
と
行
動
力
・
希
望
あ
ふ
れ

る
町
を
つ
く
る
と
の
公
約
が
八

つ
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　

１
点
目
「
す
べ
て
の
町
民

の
命
を
大
切
に
で
き
る
町
づ
く

り
」
で
は
、
安
食
台
小
学
校
を

避
難
所
と
す
る
避
難
所
運
営
委

員
会
の
立
ち
上
げ
を
支
援
。
ま

た
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

へ
の
新
規
登
録
者
増
加
の
た
め

の
勧
奨
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
行
っ
た
。

　

２
点
目
「
若
い
方
に
も
住

み
や
す
い
と
い
わ
れ
る
町
づ
く

り
」
で
は
、
小
児
科
に
よ
る
乳

児
相
談
、
出
張
子
育
て
相
談
事

業
を
開
始
。
加
え
て
、
大
学
生

等
へ
の
通
学
定
期
代
補
助
や
在

宅
勤
務
者
移
住
促
進
を
実
施
。

さ
ら
に
、
北
総
栄
病
院
に
週
１

回
、
泌
尿
器
科
の
医
師
が
成
田

赤
十
字
病
院
か
ら
派
遣
さ
れ
、

診
療
を
開
始
し
た
。

　

３
点
目
「
生
活
環
境
が
整
っ

た
町
づ
く
り
」
で
は
、
栄
町
地

域
公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
た
。

　

４
点
目
「
健
康
で
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
で

は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
方
へ
糖
尿

病
重
症
化
予
防
、
ま
た
、
よ
り

気
軽
に
出
張
健
康
相
談
等
が
で

き
る
場
づ
く
り
、
さ
ら
に
、
ナ

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見

守
り
、
安
否
確
認

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て

町
道
・
公
園
の
整
備
に
つ
い

て

ッ
ジ
理
論
を
活
用
し
た
周
知
な

ど
を
行
っ
た
。

　

５
点
目
「
産
業
が
活
性
化
し

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
町
づ
く
り
」

で
は
、
収
入
が
減
少
し
て
い
る

主
食
用
米
を
生
産
し
て
い
る
農

家
や
新
規
就
農
す
る
若
手
農
業

者
、
起
業
し
た
事
業
者
へ
補
助

金
の
交
付
。
ま
た
、
ド
ラ
ム
の

里
活
性
化
計
画
を
策
定
し
た
。

　

６
点
目
「
子
ど
も
た
ち
が
笑

顔
で
健
や
か
に
学
べ
る
町
づ
く

り
」
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
等

が
、
全
て
の
小
中
学
校
を
巡
回

し
て
の
授
業
支
援
を
実
施
。
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
全
校
配
置
に
よ
る
外
国

語
学
習
の
充
実
な
ど
、
教
育
環

境
の
向
上
を
進
め
た
。
ま
た
、

竜
角
寺
台
小
学
校
校
舎
屋
上

の
、
防
水
改
修
等
の
工
事
を
実

施
し
た
。

　

７
点
目
「
効
率
的
な
行
政
運

営
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
効

果
的
な
行
政
組
織
の
構
築
に
向

け
て
課
の
設
置
等
組
織
の
一
部

を
見
直
し
、
今
年
度
か
ら
新
体

制
と
し
た
。
ま
た
、
関
係
部
署

に
よ
る
公
共
施
設
複
合
利
用
の

検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
調
査
・

検
討
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

８
点
目
「
町
民
の
声
を
聴
く

町
づ
く
り
」
で
は
、「
町
長
座
談

会
」
と
「
町
長
懇
談
室
」
を
開

始
し
た
。
さ
ら
に
、
若
者
か
ら

の
意
見
や
要
望
を
聴
く
た
め
、

若
者
会
議
を
開
催
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

佳
弘

問　

物
価
高
騰
で
家
計
の
負
担

が
増
え
る
中
、
国
保
税
は
高
す

ぎ
る
と
言
え
る
。
誰
も
が
払
え

る
国
保
税
に
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
国
保
税
値
下
げ
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。
ま
た
、
滞
納

に
対
す
る
対
応
を
伺
う
。

答　

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納

付
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
毎
年

度
増
加
傾
向
に
あ
り
、
一
方
、

国
民
健
康
保
険
税
は
、
収
納
率

は
毎
年
度
確
実
に
上
昇
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
収
納
額

は
、
高
齢
者
や
低
所
得
者
を
多

く
抱
え
る
制
度
自
体
の
構
造
的

な
問
題
や
社
会
経
済
の
低
迷
に

伴
う
所
得
の
伸
び
悩
み
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
や

短
時
間
労
働
者
へ
の
社
会
保
険

の
適
用
拡
大
等
に
よ
る
被
保
険

者
数
の
減
少
な
ど
に
伴
い
、
毎

年
度
減
少
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
民
健
康
保

険
事
業
費
納
付
金
が
増
加
し
て

い
る
の
に
対
し
、
そ
の
納
付
に

充
て
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険

税
の
減
少
が
著
し
い
た
め
、
国

民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
に

対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
割

合
は
毎
年
度
減
少
し
、
そ
の
差

額
は
毎
年
度
増
加
し
て
い
る
。

　

特
に
令
和
５
年
度
は
、
国
民

健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
に
対

す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
割
合

が
７
割
を
下
回
り
、
そ
の
差
額

は
２
億
３
，
６
０
０
万
円
余
り

長
門
川
整
備
へ
の
取
組
に
つ

い
て

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
え

に
つ
い
て

橋
本
町
長
の
公
約
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て



4栄 町 議 会 だ よ り

会
の
取
り
組
み
で
流
山
市
が
実

行
し
て
い
る
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
の
当
町
の
開
催
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

皆
さ
ん
が
行
政
に
対
す
る

思
い
が
あ
り
、
町
の
事
業
等
に

対
す
る
意
見
や
考
え
方
を
熱
心

に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
私
も
大

変
参
考
と
な
る
こ
と
も
多
く
、

直
接
話
を
聞
く
こ
と
は
大
切
で

あ
る
と
改
め
て
感
じ
た
。

　

ま
た
、
千
葉
市
の
市
長
と
語

ろ
う
会
、
流
山
市
の
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
し
た
。
流

山
市
で
は
市
民
等
の
市
政
へ
の

参
加
の
た
め
、
直
接
市
民
か
ら

意
見
を
聞
く
こ
と
や
議
論
を
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

令
和
５
年
２
月
に
開
始
し
た

懇
談
事
業
は
、
町
民
と
直
接
対

話
し
、
町
政
へ
の
参
画
意
識
を

高
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

町
民
の
ご
意
見
を
町
政
へ
活
か

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
の
で
、
今
後
も
積
極
的
に

実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

善
郎

問　

近
年
各
地
で
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
す
地
震
や
地
球
温
暖

化
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
台

風
の
大
型
化
や
各
地
で
線
状
降

水
帯
に
よ
る
大
雨
の
被
害
な
ど

が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
町
と

し
て
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
の
か
。

答　

現
在
の
計
画
で
は
「
４
つ

の
基
本
目
標
」
と
、
そ
れ
を
よ

り
具
体
化
し
た
「
事
前
に
備
え

る
べ
き
８
つ
の
目
標
」
を
設
定

し
て
い
る
。

　

初
め
に
、
４
つ
の
基
本
目
標

で
あ
る
が
、
い
か
な
る
大
規
模

自
然
災
害
が
発
生
し
よ
う
と

も
、
①
人
命
の
保
護
が
最
大
限

図
ら
れ
る
こ
と
。
②
町
及
び
社

会
の
重
要
な
機
能
が
致
命
的
な

障
害
を
受
け
ず
に
維
持
さ
れ
る

こ
と
。
③
町
民
の
財
産
及
び
公

共
施
設
に
係
る
被
害
の
最
小

化
。
④
迅
速
な
復
旧
・
復
興
。

と
し
て
い
る
。

　

次
に
、
事
前
に
備
え
る
べ
き

８
つ
の
目
標
に
つ
い
て
、
①
大

規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
た
と

き
で
も
人
命
の
保
護
が
最
大
限

図
ら
れ
る
。
②
大
規
模
自
然
災

害
発
生
直
後
か
ら
救
助
・
救

急
、
医
療
活
動
等
が
迅
速
に
行

わ
れ
る
。
③
大
規
模
自
然
災
害

発
生
直
後
か
ら
必
要
不
可
欠
な

行
政
機
能
を
確
保
す
る
。
④
大

規
模
自
然
災
害
発
生
直
後
か

ら
、
必
要
不
可
欠
な
情
報
通
信

機
能
を
確
保
す
る
。
⑤
大
規
模

自
然
災
害
発
生
後
で
あ
っ
て

も
、
経
済
活
動
を
機
能
不
全
に

陥
ら
せ
な
い
。
⑥
大
規
模
自
然

災
害
発
生
後
で
あ
っ
て
も
、
生

活
・
経
済
活
動
に
必
要
最
低
限

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
早
期
復

旧
を
図
る
。
⑦
制
御
不
能
な
二

次
災
害
を
発
生
さ
せ
な
い
。
⑧

大
規
模
自
然
災
害
発
生
後
で
あ

っ
て
も
、
地
域
社
会
・
経
済
が

迅
速
に
再
建
、
回
復
で
き
る
条

で
、
前
年
度
比
34
．
２
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
こ
の
差
額
を
補
填
す
る
た

め
に
、
毎
年
度
財
政
調
整
基
金

か
ら
繰
入
れ
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
そ
の
額
は
毎
年
度
増
加

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
徴
収
努
力
を

し
て
も
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
の
納
付
に
見
合
う
国
民

健
康
保
険
税
を
確
保
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
た
め
、
不
足
す
る

財
源
は
、
繰
越
金
や
財
政
調
整

基
金
、
ま
た
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、

今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
財
政

運
営
が
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
に

な
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
税
の
値
下
げ
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

　

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
保
険

証
の
一
斉
更
新
の
前
に
「
保
険

税
を
滞
納
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
特
別
の
事
情
が
あ
る
旨
の

届
出
」
を
さ
れ
た
方
に
対
す
る

納
付
相
談
以
外
に
も
、
短
期
保

険
証
の
更
新
時
な
ど
、
随
時
、

窓
口
で
納
付
相
談
を
実
施
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

塚
田　

湧
長

問　

再
生
ド
ラ
ム
の
里
に
向

け
て
取
組
む
各
事
業
内
容
と
進

捗
、
並
び
に
昨
年
度
に
作
成
し

た
活
性
化
計
画
で
示
さ
れ
た

「
立
地
の
活
用
」「
品
ぞ
ろ
え
」

「
広
域
の
交
流
」
な
ど
、
以
前
か

ら
指
摘
さ
れ
、
抱
え
ら
れ
て
い

た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
ど
の

様
に
検
討
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

答　

進
捗
状
況
で
あ
る
が
、
ま

ち
づ
く
り
組
織
の
基
盤
整
備
事

業
は
、
６
月
～
２
月
に
か
け

て
、
開
業
準
備
事
業
は
、
実
施

主
体
と
し
て
会
社
設
立
準
備
委

員
会
を
想
定
し
て
お
り
、
８
月

～
３
月
に
か
け
て
、
Ｐ
Ｒ
・
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
は
10
月
～

３
月
に
か
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
構

築
事
業
は
６
月
～
12
月
に
か
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
ド
ラ
ム
の
里
活
性
化

計
画
で
明
ら
か
に
な
っ
た
３
つ

の
課
題
に
対
す
る
解
決
策
に
つ

い
て
は
、
１
つ
目
「
商
圏
人
口

も
多
く
、
交
通
量
も
あ
る
立
地

を
活
用
で
き
て
い
な
い
」
で

は
、
①
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
設

置
、②
房
総
の
む
ら
出
入
口（
大

木
戸
）
側
か
ら
ド
ラ
ム
の
里
へ

の
「
入
口
」
と
な
る
ゲ
ー
ト
の

設
置
、
③
駐
車
場
の
拡
大

　

２
つ
目
の
「
栄
町
の
農
産

物
だ
け
で
は
、
品
ぞ
ろ
え
が
不

足
し
て
売
り
場
面
積
を
賄
え
な

い
」
で
は
、
①
物
産
館
は
、
売

り
場
面
積
の
拡
大
、
近
隣
市
町

の
道
の
駅
等
と
連
携
し
不
足
す

る
商
品
の
充
実
。
②
レ
ス
ト
ラ

ン
は
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
飲

食
物
の
提
供
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
、
屋
外
飲
食

ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
。
③
交
流
館

は
、
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ク
ル
活

動
に
活
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
施
設
を
充

実
。
④
コ
ス
プ
レ
の
館
は
、
物

販
機
能
を
強
化
し
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
品
揃
え
の
充
実
。
ま
た
、

茶
道
や
書
道
な
ど
を
気
軽
に
楽

し
め
る
よ
う
な
日
本
文
化
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
。
⑤
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
機
能
を

付
加
し
、
期
間
を
定
め
て
、
将

来
、
創
業
や
本
格
的
な
出
店
を

さ
れ
る
方
々
が
気
軽
に
販
売
で

き
る
よ
う
な
施
設
と
す
る
。

　

３
つ
目
の
「
地
元
の
方
々
だ

け
で
な
く
、
広
域
の
方
々
も
立

ち
寄
る
「
場
」
に
な
っ
て
い
な

い
」
で
は
、
①
芝
生
広
場
に
つ

い
て
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ア
ウ

ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
の
レ
ン
タ
ル
等

に
よ
り
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
な
ど
が
駐
車
・
設
置
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
。
②
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
利
便

性
を
向
上
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な

情
報
発
信
等
。

　

ま
た
、
そ
の
他
と
し
て
災
害

発
生
時
に
も
活
用
で
き
る
よ
う

に
、
炊
き
出
し
機
能
、
非
常
用

電
源
、
車
中
泊
ス
ペ
ー
ス
、
防

災
備
蓄
倉
庫
な
ど
を
整
備
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

大
野　

信
正

問　

町
長
の
仕
事
「
説
明
責

任
」
の
実
践
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
実
際
に
行
わ
れ
た
住
民
と

の
懇
談
会
の
感
想
と
、
県
下
で

先
行
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
懇
談

ド
ラ
ム
の
里
活
性
化
の
事
業

進
捗
と
課
題
解
決
策
の
検
討

状
況
に
つ
い
て

町
長
公
約
「
町
民
の
声
を
聴

き
、
町
づ
く
り
に
活
か
す
」

就
任
一
年
を
経
過
し
総
括

国
土
強
靭
化
に
つ
い
て
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栄
町
の
農
業
、
米
価
対
策
に

つ
い
て

件
を
整
備
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
土
強
靭
化

の
取
り
組
み
は
、
多
く
の
分
野

に
わ
た
っ
て
お
り
今
後
も
国
土

強
靭
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
す
べ
て
の
町
民
の
命
を
大

切
に
で
き
る
町
づ
く
り
」
を
全

庁
横
断
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

雅
道

問　

立
地
に
拘
る
理
由
に
つ
い

て
は
未
だ
納
得
の
い
く
回
答
は

得
ら
れ
て
い
な
い
。
教
育
委
員

会
は
き
ち
ん
と
検
討
し
な
い
で
、

間
違
っ
た
説
明
を
し
て
い
る
。

盛
土
等
に
数
億
円
の
追
加
費
用

を
掛
け
な
い
た
め
に
、
学
校
を

含
む
町
有
地
の
中
か
ら
候
補
地

の
再
選
定
を
す
べ
き
で
は
。

答　

栄
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
用
地
選
定
検
討
委
員
会
で

は
、
候
補
地
の
現
地
視
察
を
行

い
、
候
補
地
の
中
か
ら
最
適
な

場
所
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
さ
か
え
臨
時
駐
車
場
を
建
設

候
補
地
と
し
て
選
定
し
、
そ
の

後
、
教
育
委
員
会
会
議
に
お
い

て
決
議
し
、
町
長
へ
申
し
出
た

も
の
で
あ
る
。
現
在
の
建
設
予

定
地
は
、
町
の
中
心
部
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
毎
日
の
各
小
中
学

校
へ
の
配
送
時
間
が
短
く
効
率

的
な
給
食
の
提
供
が
行
え
る
こ

と
。
災
害
拠
点
の
整
備
と
し
て

地
域
防
災
計
画
に
も
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
援

拠
点
を
整
備
す
る
計
画
の
中
で
、

災
害
時
の
炊
き
出
し
施
設
と
し

て
、
町
の
中
心
部
か
つ
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
が
避
難
場
所

に
な
っ
た
時
の
町
民
に
対
す
る

支
援
が
行
え
る
こ
と
な
ど
、
メ

リ
ッ
ト
が
多
い
と
考
え
る
。

　

用
地
選
定
検
討
委
員
会
で
の

説
明
の
際
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
確
認
し
た
上
で
選
定
し
た
の

か
に
つ
い
て
は
、
各
委
員
は
確

認
し
て
い
る
。
候
補
地
か
ら
の

配
送
時
間
が
25
分
～
30
分
か
か

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
資
料
を

添
え
て
説
明
し
て
い
る
。

　

盛
土
造
成
工
事
に
よ
る
追
加

費
用
は
、
盛
土
が
高
く
な
る
分

の
数
メ
ー
ト
ル
の
杭
の
費
用

と
、
造
成
費
用
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
事
業
費
が
高
額
で

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　

親
子
方
式
と
い
う
の
を
聞
い

た
の
が
今
初
め
て
で
あ
り
、
議

員
の
言
う
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
を
正
確
な
も
の
か
ど
う
か

も
含
め
て
把
握
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
方
式
に
つ
い
て
も
教
育

委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
な
の

で
、
そ
の
考
え
を
尊
重
し
た
い

と
考
え
る
。
今
ま
で
順
を
追
っ

て
民
主
的
な
手
続
き
を
経
て
こ

こ
ま
で
き
て
い
る
。
そ
の
こ
と

を
今
、
も
う
一
回
検
討
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
ま
た
３
年
前
か
、

４
年
前
に
戻
っ
て
、
そ
こ
か
ら

や
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

36
年
が
経
過
し
て
い
る
。
そ
の

施
設
を
子
ど
も
達
に
安
心
安
全

な
食
を
提
供
す
る
た
め
順
を
追

っ
て
進
め
て
き
て
い
る
の
で
、

何
ら
そ
れ
を
変
更
す
る
理
由
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

野
田　

泰
博

問　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

用
地
選
定
検
討
委
員
会
で
決
定

し
た
予
定
地
を
議
会
は
一
度
賛

成
し
た
の
に
、
今
に
な
っ
て
一

部
町
民
と
議
員
も
反
対
の
立
場

と
な
り
混
乱
が
見
ら
れ
る
中
、

子
ど
も
達
の
た
め
に
今
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
何
か
。

答　

昭
和
62
年
に
今
の
給
食
セ

ン
タ
ー
が
造
ら
れ
て
、
そ
れ
が

時
間
の
経
過
と
共
に
老
朽
化
し

て
い
る
。
子
供
た
ち
は
栄
町
の

宝
な
の
で
、
そ
の
子
供
た
ち
に

温
か
く
て
美
味
し
い
、
一
番
大

事
な
食
、
そ
れ
を
提
供
す
る
施

設
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
、
私
が
町
長

に
就
任
す
る
前
か
ら
こ
の
議
論

は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
始
ま
っ

て
お
り
、
そ
の
連
結
し
た
中
で

の
今
と
い
う
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
。
そ
の
上
で
、
今
の
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
脇
の
建
設

予
定
地
に
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建

て
れ
ば
災
害
支
援
の
拠
点
と
し

て
、
万
が
一
の
時
に
食
を
提
供

で
き
る
。
そ
ん
な
機
能
を
併
せ

も
っ
て
町
民
の
サ
ー
ビ
ス
に
も

還
元
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
金
額
が
高
額

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
契
約
方

法
、
そ
し
て
契
約
形
態
な
ど
も

含
め
て
、
し
っ
か
り
と
抑
え
る

可
能
性
を
ま
ず
は
努
力
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
議
論
は
し
っ
か
り
と
意
見
も

賜
り
な
が
ら
、
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

松
島　

一
夫

・
大
規
模
水
害
へ
の
対
応
に
つ

・
い
て

・
合
葬
式
公
営
墓
地
に
つ
い
て

髙
萩　

初
枝

・
中
学
生
や
小
学
生
の
不
登
校

・
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
向
け
た
取

・
り
組
み
に
つ
い
て

早
川
久
美
子

・
熱
中
症
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

大
塚　

佳
弘

・
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

・
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
に
つ

・
い
て

塚
田　

湧
長

・
竹
林
整
備
の
取
組
方
針
に
つ

・
い
て

大
野　

信
正

・
若
い
方
に
も
住
み
や
す
い
と

・
い
わ
れ
る
町
づ
く
り
よ
り
、

・
10
歳
代
・
20
歳
代
に
対
す
る

・
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
産
業
が
活
性
化
し
賑
わ
い
の

・
あ
る
町
づ
く
り
よ
り
、
農
業

・
力
の
強
化
に
つ
い
て

・
安
食
駅
券
売
機
の
フ
リ
ー
タ

・
イ
ム
利
用
に
つ
い
て

石
橋　

善
郎

・
街
路
樹
に
つ
い
て

岡
本　

雅
道

・
農
業
振
興
に
対
す
る
町
長
の

・
ご
存
念

編
集
後
記

　

安
食
一
区
の
祇
園
祭
の
神

輿
が
町
内
を
練
り
歩
い
た
翌

日
、
朝
か
ら
九
州
の
記
録
的
大

雨
の
被
害
報
道
が
続
い
て
い
ま

す
。
災
害
を
『
想
定
外
の
〇
〇

に
よ
る
』
と
不
可
抗
力
的
な
事

象
に
し
が
ち
で
す
が
、
線
状
降

水
帯
と
い
う
言
葉
は
２
０
１
４

年
の
広
島
県
で
の
大
雨
で
生
ま

れ
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
至
れ
ば
昭

和
44
年
に
新
聞
紙
上
に
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
レ
ー
ダ
ー
の
高
精

度
化
、
観
測
間
隔
の
短
縮
な
ど

で
、
地
域
的
、
時
間
的
に
も
想

定
可
能
な
異
常
気
象
が
引
き
起

こ
す
災
害
に
備
え
る
こ
と
で
、

想
定
外
は
禁
句
と
す
べ
き
で
し

ょ
う
。　
　
　
　

塚
田　

湧
長

給
食
セ
ン
タ
ー
の
立
地
に
つ

い
て

３
年
前
に
一
人
を
除
い
て
可

決
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替

え
用
地
購
入
に
つ
い
て

そ
の
他
の
一
般
質
問
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９月定例会は、９月 12 日㈫～ 22 日㈮を予定しています。
※請願書及び陳情書については、議会運営委員会の審査を受ける
　ことを原則としているため、８月 28 日㈪必着で提出くださる
　ようお願いいたします。なお、詳細につきましては、今後発行
　される会議録またはホームページをご覧ください。
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